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〈サービス業①〉 事業拡大に必要なデータとは　̶̶千葉県・オオクシ（理美容業）

〈サービス業②〉 新サービス開発とデータ活用　̶̶三重県・ホンダオート三重（自動車ディーラー）

〈サービス業③〉 顧客対応のスピード化　̶̶沖縄県・大宮工機（建設機械レンタル業）

〈サービス業④〉 ホームページによる稼働率向上　̶̶茨城県・水戸プリンスホテル（宿泊業）

〈農　　　　業〉 リピート率を高める仕組み　̶̶熊本県・コッコファーム（農業・食品製造業）

〈流 通 業〉 取引先と連携したシステム活用　̶̶愛知県・八幡ねじ（ネジ製造販売業）

〈製造販売業〉 製造工程を明らかに　̶̶京都府・織彦（西陣織製造販売）

〈建 設 業①〉 技術とサービスの品質向上　̶̶石川県・玉家建設（住宅建設業）

〈建 設 業②〉 事業の多角化と信頼獲得　̶̶青森県・小坂工務店（総合建設業）

〈建 設 業③〉 売上アップへのIT活用　̶̶福島県・古山鉄筋工業所（鉄筋工事業）

〈自治 体 編①〉 情報システムの最適化　̶̶宮城県

〈自治 体 編②〉 ITの適正発注を実現　̶̶埼玉県志木市

●「IT経営」の担い手、
 ITコーディネータ
●最適なIT導入を指南し
　　　　　　経営改革を支援



ITコーディネータ協会からのメッセージ

①経済産業省推進事業にて
　ITコーディネータは経済産業省が推進するIT経営応援隊・地域イノベー
ションパートナーシップ（平成22年現在）における経営者研修会講師、
セミナー講師、個別相談の専門家等で活躍している。

　これらの行事に参加すれば、実際の様子を体験することができる。

②中小企業向け支援策にて
　「中小企業応援センター」（平成22年度の場合）などの中小企業向け
支援制度において、専門家として活躍している。かならずしもITの課題が
表にでていなくとも、相談が可能である。

③支援機関の専門家派遣制度
　都道府県等の中小企業支援センターや商工会議所、商工会などの支援
機関では、ITや経営に関する専門家としてITCが活動しているケースが
ある（各支援機関により事情が異なる）。

④ITCを実際に活用した経営者に相談
　最近増えているのが、実際に ITCを活用した経営者から紹介を受ける
ケースだ。本誌事例はもちろん ITCの活動事例に掲載されていたり、近
くに ITCを知る経営者がいたら、率直なところを尋ね、紹介してもらうの
もよいだろう。

　ITコーディネータ協会でも、ITCの事例情報、プロフィール情報の紹
介や、相談窓口業務を行っている。

特定非営利活動法人

電話：03-5733-8380
ITコーディネータ協会（ITCA）

　ITコーディネータ協会（ITCA）は、経済産業省
をはじめとした関連機関との連携のもと、ITコー
ディネータの資格認定、普及・啓発、実践活動支
援、継続的な育成支援などを推進しています。
　ITCのご活用については、ITコーディネータ協
会のホームページからお近くのITCを探すことが
できますので、どうぞご利用ください。ITCは全国
190以上に上る届出組織を作っています。これら
の組織も窓口となって、皆様をサポートします。
　また、ITコーディネータ協会でもご相談を承り
ます。

ITコーディネータ協会へITコーディネータの
活用に関するご相談は

会
社
の
未
来
の
た
め
に

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と

夢
を
語
り
ま
せ
ん
か

ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、

ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
に
な
っ
て

お
手
伝
い
す
る
の
が

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
で
す

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の

活
用
で
御
社
の
経
営
を

飛
躍
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

会
社
の
経
営
改
善
が

必
要
と
感
じ
た
ら
、

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の

活
用
を
！

URL： http://www.itc.or.jp/

高橋真治 中塚一雄 山川元　元永亜子

ITコーディネータが活躍するプロジェクト（例）

　本冊子に掲載されたITコーディネータ活用事例は中小企業
のIT入門マガジン「COMPASS」（発行：リックテレコム）をもと
に制作しました。
　「COMPASS」は、協賛企業のご協力により、年4回（1月、4
月、7月、10月）発行しており、ITコーディネータの活用事例、公
的支援制度、経営改革を目的としたIT活用の方法などを、イラ
スト・図解を用いながらわかりやすく解説しています。
　中小企業経営者（情報関連ご担当者）の皆様は1社につき1冊
まで無料でお読みいただけます。ご登録はCOMPASSのWeb
サイトにて
URL : http://www.compass-it.jp/

ITコーディネータ協会
　事務局長　久保寺良之

　経済産業省が実施している「中小企業 IT経営力大賞
2010」では、優秀賞受賞企業の半数にITコーディネー
タ（ITC）が関与しており、活動の成果が現れています。
　最近では、企業への支援に加え、自治体、医療、農業な
ど支援分野が広がりつつあり、ITCが共通で身につけて
いる「プロセスガイドライン」がお役にたっていると感じ
ています。これからも地域の活性化の支援活動に取り
組んでいきます。
　企業経営者の皆様には、ITの上手な活用により経営
効果を高める「IT経営」に踏み出して欲しいと思ってい
ます。
　ITCと一緒に IT経営の実現を目指していきましょう。

ITコーディネータ協会からの
メッセージ

徴徴 33特特
経済産業省
推進の資格

　

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
は
政
府

の「
Ｉ
Ｔ
新
改
革
戦
略
」を
支
え
る

重
要
な
人
材
と
し
て
、
経
済
産
業

省
が
推
進
す
る
資
格
で
す
。
毎

年
の
資
格
更
新
を
義
務
づ
け
て

お
り
、
常
に
サ
ー
ビ
ス
品
質
が

保
持
さ
れ
る
こ
と
で
、
高
い
信

頼
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

徴徴 １１特特
経営者の立場で
話ができる

　

こ
れ
ま
で
、
シ
ス
テ
ム
の
専

門
家
は
経
営
面
ま
で
は
カ
バ
ー

し
な
い
こ
と
が
多
く
、
経
営
者

の
思
い
を
十
分
に
反
映
で
き
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。Ｉ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
は
経
営
者
の
立

場
に
立
っ
て
、
経
営
戦
略
に
沿
っ

た
Ｉ
Ｔ
化
を
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し
ま
す
。

徴徴 22特特
成功のプロセスを
知っている

　

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
は
、
経

営
戦
略
策
定
か
ら
シ
ス
テ
ム
導

入
・
運
用
ま
で
一
貫
し
た「
Ｉ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
プ
ロ
セ
ス
」を

習
得
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
セ

ス
に
沿
っ
て
、
各
企
業
の
実
情
に

合
わ
せ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構

築
や
儲
か
る
Ｉ
Ｔ
化
戦
略
の
実

現
・
推
進
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ITコーディネータはこんな人材です
23

　
「
今
の
業
務
、
も
っ
と
効
率
化
す
る

方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か
」「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
活
用
は
も
ち
ろ
ん
、
ク
ラ
ウ
ド
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
、
時
代
に
つ
い
て
い
く

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
」「
Ｉ

Ｔ
を
使
う
と
正
し
く
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
仕

事
が
で
き
そ
う
だ
が
、Ｉ
Ｔ
の
専
門
家

が
社
内
に
い
な
い
…
」
―
こ
の
よ
う
な

経
営
と
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
課
題
は
ど
の
企

業
に
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
歩
は
目
覚
し
く
、
上

手
に
取
り
入
れ
て
い
け
ば
経
営
に
効
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
会

社
が
一
社
一
社
異
な
る
よ
う
に
Ｉ
Ｔ
の

選
び
方
や
導
入
の
仕
方
も
経
営
の
あ
り

方
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
多
数

あ
る
選
択
肢
の
中
か
ら
自
社
に
ピ
ッ
タ

リ
あ
っ
た
導
入
方
法
を
見
つ
け
る
に

は
、
専
門
家
の
活
用
が
有
効
で
す
。

　

企
業
が
よ
り
よ
い
Ｉ
Ｔ
活
用
を
進
め

て
経
営
力
を
上
げ
る
「
Ｉ
Ｔ
経
営
」
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
専
門
家
が
Ｉ
Ｔ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
で
す
。

経
営
者
の
立
場
で

最
適
導
入
を
サ
ポ
ー
ト

　

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
（
以
下
Ｉ
Ｔ

Ｃ
）
は
、
経
営
と
Ｉ
Ｔ
の
両
方
を
理
解

し
、
効
果
的
な
Ｉ
Ｔ
導
入
を
支
援
し
ま

す
。
経
営
に
精
通
し
て
い
る
の
で
、
い

き
な
り
Ｉ
Ｔ
か
ら
入
る
の
で
は
な
く
、

経
営
者
の
思
い
を
じ
っ
く
り
聞
き
、
そ

れ
を
実
現
す
る
手
立
て
を
経
営
者
の
立

場
に
立
っ
て
考
え
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
Ｃ
は
経

営
戦
略
策
定
か
ら
Ｉ
Ｔ
導
入
、
サ
ー
ビ

ス
活
用
ま
で
一
貫
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
学

ん
で
お
り
、
ど
の
段
階
か
ら
で
も
し
っ

か
り
と
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

　

最
近
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
／
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ

（
Ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
ｗ
ａ
ｒ
ｅ 

ａ
ｓ 

ａ 

Ｓ
ｅ

ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
）と
い
っ
た
、Ｉ
Ｔ
を「
所

有
せ
ず
利
用
す
る
」
風
潮
が
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。
独
自
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
形
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
を
選

ん
で
組
み
合
わ
せ
る
Ｉ
Ｔ
導
入
の
方
法

も
増
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
も
、「
独
自
シ
ス

テ
ム
の
構
築
と
ク
ラ
ウ
ド
利
用
の
ど
ち

ら
が
よ
い
か
」「
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を

組
み
合
わ
せ
る
の
が
自
社
に
と
っ
て
最

適
か
」
な
ど
、
各
種
相
談
に
応
じ
ら
れ

る
の
が
Ｉ
Ｔ
Ｃ
で
す
。

　

地
域
で
頼
れ
る
相
談
相
手
と
し
て
、

Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

ITの新潮流も意識し、最適導入を支援ITの新潮流も意識し、最適導入を支援ITの新潮流も意識し、最適導入を支援

よりよい経営の実現へ
ITコーディネータがお手伝いします！
よりよい経営の実現へ
ITコーディネータがお手伝いします！
よりよい経営の実現へ
ITコーディネータがお手伝いします！

経営とITに精通する専門家のご紹介

ITコーディネータとは？



代表取締役社長　大串哲史氏

千葉県千葉市稲毛区稲毛3-5-8
設　　立：1982年
従業員数：90人
事業内容：理容室、美容室の運営。「ヘ
アーサロンオオクシ」「カットオン
リークラブ」など。トレーニングセ
ンターを併設し、技術的な講習会か
ら接客マナー、経営学までを研修し
ている。
URL：http://ohkushi.co.jp/

株式会社オオクシ

オオクシが活用するPOSシステムのイメージ

サービス会社のサーバー
（沖縄にある）

ビューティー
コミュニケーションシステム

分析
フィードバック

指導
フィードバック

……

オオクシ本部

各店舗各店舗各店舗各店舗

売上データを
リアルタイムに集計

リアルタイムで
データ吸い上げ

会社概要

店舗風景

　

対
前
年
比
売
上
は
６
年
連
続
で
10
％

以
上
ア
ッ
プ
。
売
上
額
は
４
年
間
で
２

倍
の
５
億
円
近
く
に
。
千
葉
県
を
拠
点

に
理
容
室
・
美
容
室
を
経
営
す
る
オ
オ

ク
シ
は
、
店
舗
数
を
着
々
と
増
や
し
業

績
を
伸
ば
し
続
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
大
串
哲
史
社
長
が
１
店
の

理
容
室
を
引
き
継
い
だ
当
時
、
会
社
は

厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。

　
「
備
品
が
壊
れ
て
も
修
理
が
で
き
ず

自
分
た
ち
で
直
し
た
り
、
若
い
従
業
員

を
採
用
し
て
必
死
に
指
導
し
た
り
」

と
、
工
夫
し
な
が
ら
な
ん
と
か
営
業
を

続
け
た
。
し
か
し
、
従
業
員
に
は
毎
晩

の
よ
う
に
「
将
来
は
多
店
舗
展
開
す

る
」
と
夢
を
語
っ
た
と
い
う
。
大
串
社

長
自
身
も
、
学
生
時
代
の
友
人
に
「
床

屋
の
お
や
じ
に
な
る
の
か
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
業
界
で
生
き
る

人
々
が
、
も
っ
と
夢
と
誇
り
を
持
て
る

よ
う
に
し
た
い
と
の
一
心
で
、
仕
事
に

没
頭
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
で
は
常
識
の

Ｐ
Ｏ
Ｓ
が
な
い

　

若
い
従
業
員
の
熱
意
が
顧
客
に
伝
わ
っ

た
の
か
、
引
き
継
い
だ
理
容
室
の
業
績

は
回
復
し
、
美
容
室
の
経
営
に
も
踏
み

出
す
こ
と
に
。
多
店
舗
展
開
に
際
し
大

串
社
長
は
仕
組
み
作
り
を
行
い
、Ｉ
Ｔ
面

で
は
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
を
求
め
た
。

　
「
以
前
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
際
に
単
品
単
位

で
緻
密
な
管
理
を
す
る
Ｐ
Ｏ
Ｓ
に
驚
い

た
の
で
す
が
、
こ
の
業
界
は
レ
ジ
を
持

た
な
い
店
も
あ
る
く
ら
い
真
逆
の
世

界
。
ま
ず
売
上
と
顧
客
管
理
だ
け
で
も

と
シ
ス
テ
ム
を
入
れ
た
の
で
す
」

　

大
串
社
長
は
当
時
を
こ
う
振
り
返

る
。
そ
の
後
、
経
営
の
勉
強
を
重
ね
る

過
程
で
、
理
美
容
室
に
お
い
て
は
一
度

来
店
し
た
顧
客
が
再
来
店
す
る
率
を
高

め
る
こ
と
が
経
営

の
要
で
あ
る
と
判

断
。
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ

と
連
動
し
て
、
各

店
舗
、
さ
ら
に
美

容
師
ご
と
に
顧
客

の
再
来
店
率
（
リ

タ
ー
ン
率
）
を
デ
ー
タ
と
し
て
取
得
で

き
る
よ
う
に
し
た
。

再
来
店
率
は
80
％

デ
ー
タ
は
指
導
の
た
め
に

　

し
か
し
、
美
容
室
は
技
術
者
の
世

界
。
デ
ー
タ
で
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
は

当
然
反
発
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
店
長

や
先
輩
な
ど
序
列
が
あ
る
な
か
で
、
詳

細
な
デ
ー
タ
を
取
り
過
ぎ
る
と
混
乱
を

招
き
か
ね
な
い
。
事
実
、
店
長
よ
り
若

い
従
業
員
の
方
が
再
来
店
率
が
高
い
と

い
う
現
象
も
起
き
た
そ
う
だ
。

　

シ
ス
テ
ム
を
定
着
さ
せ
、
効
果
を
上

げ
る
に
は
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
大
串
社

長
は
打
ち
明
け
る
。

　
「
導
入
に
は
順
番
が
あ
り
ま
す
し
、

ど
ん
な
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
か
の
選
別

も
必
要
で
す
。
粗
探
し
を
す
る
の
が
目

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
」

　

オ
オ
ク
シ
で
は
、
皆
が
力
を
つ
け
、

目
標
達
成
す
る
た
め
に
デ
ー
タ
を
取
る

と
周
知
し
た
。
達
成
率
の
低
い
従
業
員

を
責
め
る
の
で
は
な
く
、
ど
ん
な
顧
客

に
対
す
る
ど
の
業
務
に
課
題
が
あ
る
の

か
を
発
見
す
る
。
そ
し
て
弱
い
部
分
は

指
導
し
て
一
緒
に
目
標
達
成
率
を
高
め

よ
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
取
っ
て
い

る
。
指
導
項
目
は
カ
ッ
ト
の
方
法
か
ら

接
客
ま
で
か
な
り
細
か
く
分
け
て
お

り
、
何
を
研
修
す
れ
ば
よ
い
か
具
体
的

に
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
実
務
を
担
っ
て
い
る
の
が
別
会

社
と
し
て
い
る
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
鈴
木
陵
太

郎
社
長
で
あ
る
。
鈴
木
社
長
は
長
年
に

わ
た
り
オ
オ
ク
シ
の
従
業
員
と
し
て
成

長
を
支
え
て
き
た
。

　
「
デ
ー
タ
や
お
客
様
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
基
づ
き
分
析
検
証
し
、
問
題

点
が
発
見
さ
れ
る
と
店
舗
を
訪
問
し
て

改
善
ま
で
を
行
い
ま
す
。
自
分
も
美
容

師
と
し
て
現
場
に
い
ま
し
た
の
で
具
体

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
ま
す
」

　

鈴
木
社
長
は
自
身
の
役
割
を
こ
の
よ

う
に
語
る
。
上
司
で
な
い
こ
と
が
む
し

ろ
話
し
や
す
さ
に
通
じ
、
現
場
で
一
緒

に
汗
を
か
く
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
従

業
員
の
ス
キ
ル
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
収
集
と
運
用
・

指
導
の
サ
イ
ク
ル
が
一
貫
し
て
回
る
こ

と
に
よ
っ
て
、顧
客
の
再
来
店
率
は
上
昇
。

現
在
は
会
社
全
体
の
平
均
が
80
％
を
超

え
、
業
績
向
上
を
導
い
て
い
る
。

　

本
シ
ス
テ
ム
は
数
年
前
に
Ａ
Ｓ
Ｐ
型

に
移
行
し
た
。
以
前
は
店
舗
ご
と
の
情

報
収
集
・
整
理
に
時
間
を
要
し
た
が
、

現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
情

報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
収
集
。
分
析
ま

で
の
ス
ピ
ー
ド
が
ア
ッ
プ
し
た
。

デ
ー
タ
の
活
用
は

経
営
者
の
判
断
が
ベ
ー
ス

　

こ
れ
だ
け
正
確
な
デ
ー
タ
が
取
れ
て

い
る
の
な
ら
、
給
与
体
系
も
業
績
連
動

型
な
の
で
は
？
と
想
像
す
る
が
、
そ
う

で
は
な
い
の
だ
と
い
う
。

　
「
私
は
理
念
と
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を

共
有
で
き
る
人
、
会
社
全
体
を
考
え
て

能
力
を
使
え
る
人
を
求
め
る
の
で
、
単

純
な
売
上
連
動
給
与
体
系
に
は
し
ま
せ

ん
」
と
大
串
社
長
。
売
上
と
給
与
が
連

動
す
れ
ば
、
従
業
員
は
売
上
ば
か
り
を

気
に
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
求
め

る
人
材
像
と
は
異
な
る
の
だ
。

　

ど
ん
な
指
標
を
持
っ
て
経
営
数
値
を

扱
う
か
は
経
営
者
の
考
え
方
が
如
実
に

表
れ
る
部
分
だ
。
オ
オ
ク
シ
の
I
T
活

用
か
ら
は
、
単
に
「
見
え
る
化
」
す
れ

ば
良
い
の
で
は
な
く
、
経
営
方
針
に
即

し
た
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
が
大
切
で
あ

る
こ
と
が
学
び
取
れ
る
。

　

現
在
は
、
増
え
て
き
た
内
部
文
書
を

取
捨
選
択
し
て
余
分
な
も
の
を
そ
ぎ
落

と
す
作
業
を
進
行
中
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

面
で
指
導
を
受
け
た
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
野
村
真
実
氏
の
協
力
も
得
て
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
求
人
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
た
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

に
も
力
を
入
れ
て
い
く
と
の
こ
と
だ
。

ビューティー
コミュニケーションシステム
代表取締役　鈴木陵太郎氏

　大手ＩＴベンダーにて金融関係のシステムや企画分野で
活躍後、独立。拠点は千葉県に置きながらも、金融機関
とＩＴコーディネータの連携支援などを通じ、全国で頼りにさ
れる存在である。
　2008年の関東ＩＴ経営応援隊事業を通じてオオクシのセ
キュリティ診断を行い、大串社長の経営姿勢や、システム
の活用などに共感。「オオクシさんの場合はむしろ時代がつ
いてきた印象。クラウド型システムも流行だからではなく、
複数店舗の情報を素早く入手する目的から導きだされてい
ます」と分析する。
　最近では、内部文書の管理を通じて経営戦略の再整
理を支援。大串社長は「野村さんは優秀な方。私の話を
じっくり話を聞いて、内容を整理してくれます。そろそろ社
内にも盲点が出る時期で、外部チェックをお願いしたいと
思っていましたが見つからずにいました。良い人に出会えま
した」と話す。経営者の思いを傾聴し言語化できる力が、
信頼される大きな要因になっているようだ。

ITコーディネータ
野村真実氏
日本IT経営センター有限責任事業組合
千葉ＩＴ経営支援LLP理事長

オオクシは、「中小企業 IT 経営力大賞 2010」において経済産業大臣賞を受賞しました。

多
店
舗
展
開
で
夢
と
誇
り
を
持
て
る
業
界
に

顧
客
の
再
来
店
率
向
上
に
Ｉ
Ｔ
を
活
用

千
葉
県
千
葉
市
・
理
美
容
業　

オ
オ
ク
シ
の
場
合

事業拡大に
必要なデータとは

サービス業①
ITコーディネータ●活用事例● 本記事は「COMPASS」2010年春号の特集「リピート率はどのくらい？」より抜粋したものです。

掲載内容は2010 年 4月現在の情報に基づいています。
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販売拠点 本部 他販売拠点
社長、役員、顧問
本部スタッフ

三重中DB＊
受注日報
データベース

店長

確認
確認

営業スタッフ確認

確認

整備スタッフ 事務スタッフ

整備スタッフ 事務スタッフ

営業スタッフ

確認

確認
営業スタッフ

確認

整備スタッフ 事務スタッフ

整備スタッフ 事務スタッフ

アドバイス確認

アドバイス

入力

報連相

店長

営業スタッフ 確認、アドバイス

＊販売店屋号であるHondaCars 三重中の「三重中」と、データベースの略語である
「DB」を組み合わせて命名

ホンダオート三重のデータ活用システム

　

ホ
ン
ダ
オ
ー
ト
三
重
（
ホ
ン
ダ
カ
ー

ズ
三
重
中
）
の
財
産
は
「
グ
ラ
フ
」
の

中
に
あ
り
、
そ
し
て
「
グ
ラ
フ
」
か
ら

生
み
出
さ
れ
る
。

　

新
車
販
売
の
絶
対
数
・
利
益
率
は
減

少
傾
向
に
あ
り
、
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー

は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。し
か
し
、

三
重
県
津
市
に
本
社
を
構
え
る
同
社

は
、
売
上
総
利
益
を
着
実
に
上
昇
さ
せ

て
い
る
。
経
営
基
盤
は
年
を
追
う
ご
と

に
強
化
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
「
お
客
様
本
位
で
、
他
社
に
な
い
独

自
能
力
を
発
揮
し
よ
う
と
常
に
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
は
蓄
積
し
た
デ
ー
タ

が
何
よ
り
大
切
な
の
で
す
」

　

創
業
者
で
あ
る
林
口
朋
一
社
長
は
経

営
方
針
を
こ
の
よ
う
に
語
る
。

　

デ
ー
タ
の
中
で
も
新
車
の
販
売
台
数

な
ど
は
ホ
ン
ダ
本
社
の
シ
ス
テ
ム
に
蓄

積
さ
れ
て
い
る
が
、
林
口
社
長
は
そ
れ

に
加
え
営
業
情
報
や
顧
客
動
向
な
ど
、

様
々
な
数
値
を
長
年
に
わ
た
り
蓄
積
し

て
き
た
。
こ
れ
ら
を
グ
ラ
フ
化
し
分
析
・

共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
新
し
い
策
を
打

ち
出
し
て
き
た
の
だ
。

　

そ
の
一
例
が
店
舗
の
営
業
時
間
。
ホ

ン
ダ
オ
ー
ト
三
重
は
、
年
中
無
休
・
午

後
８
時
ま
で
の
営
業
と
業
界
で
は
珍
し

い
存
在
だ
。
こ
れ
は
、

顧
客
の
事
故
発
生
が
日

曜
日
と
月
曜
日
、
ま
た

夕
刻
６
時
過
ぎ
に
多
い

と
い
う
デ
ー
タ
か
ら
導

き
出
し
た
も
の
だ
（
従

業
員
は
練
ら
れ
た
勤
務

シ
フ
ト
に
よ
っ
て
き
ち
ん
と
休
み
が
取

れ
る
体
制
が
あ
る
）。
顧
客
の
利
便
性

が
高
ま
れ
ば
、
来
店
数
も
増
え
る
。

　

ま
た
、
新
車
販
売
に
お
け
る
売
上
総

利
益
率
が
下
降
傾
向
に
あ
る
の
を
見
て
、

中
古
車
販
売
や
板
金
・
修
理
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
に
力
を
注
い
だ
。
そ
の
結
果
、

新
車
販
売
が
低
下
し
て
も
打
撃
を
受
け

な
い
収
益
構
造
に
で
き
た
。

　

デ
ー
タ
活
用
と
い
っ
て
も
初
め
は
手

書
き
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
進
め
て
き
た
と
い
う
。「
高
度
な

シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
よ
り
、
何
の
推

移
が
見
た
い
か
、
つ
ま
り
ど
ん
な
グ
ラ

フ
が
欲
し
い
か
が
大
切
で
す
」
と
林
口

社
長
。
仮
説
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
デ
ー

タ
を
使
い
こ
な
せ
る
の
だ
。

社
長
と
顧
問
が
毎
日

従
業
員
の
日
報
に
コ
メ
ン
ト

　

社
内
の
デ
ー
タ
は
「
三
重
中
Ｄ
Ｂ
」

（
ミ
エ
ナ
カ
デ
ー
ビ
ー
）
と
し
て
統
合

的
に
管
理
し
て
い
る
。
業
務
日
報
と
受

注
日
報
（
営
業
報
告
）
が
あ
り
、
従
業

員
が
入
力
す
る
日
報
は
全
社
で
共
有
で

き
る
。
さ
ら
に
林
口
社
長
と
３
名
の
顧

問
が
毎
日
目
を
通
し
、
コ
メ
ン
ト
を
入

れ
て
い
る
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

　
「
営
業
面
で
は
、
活
動
が
的
を
射
た

も
の
な
の
か
、
た
ま
た
ま
受
注
で
き
た

の
か
プ
ロ
セ
ス
を
見
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

お
く
り
ま
す
」
と
言
う
の
は
岸
上
美
勝

顧
問
。
一
日
・
一
ヵ
月
の
営
業
活
動
量

な
ど
具
体
的
な
対
策
に
も
言
及
す
る
そ

う
だ
。
ま
た
、
最
終
入
力
が
終
わ
っ
た

後
に
そ
の
日
の
内
容
を
確
認
す
る
と
い

う
鈴
木
健
次
顧
問
は
、「
評
点
も
つ
け

ま
す
が
、
私
は
辛
い
ほ
う
。
複
数
の
顧

問
が
い
る
の
で
多
面
的
に
見
ら
れ
ま

す
。
た
だ
普
段
の
仕
事
ぶ
り
を
把
握
し

な
い
と
適
切
な
コ
メ
ン
ト
に
な
ら
な
い

の
で
、
店
舗
を
見
に
行
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

　

従
業
員
側
の
受
け
止
め
方
は
ど
う

か
。
取
締
役
兼
サ
ー
ビ
ス
部
長
の
稲
垣

利
幸
氏
は
「
以
前
は
月
末
ま
で
会
社
の

状
況
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
毎

日
の
動
き
が
確
認
で
き
、
ま
た
激
励
を

も
ら
え
る
の
は
や
る
気
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
売
上
は
こ

の
仕
組
み
に
し
て
か
ら
か
な
り
伸
び
て

い
ま
す
」
と
話
す
。
情
報
の
共
有
や
双

方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

顧
客
の
緊
急
事
態
に
駆
け
つ
け
る
！

従
業
員
の
携
帯
電
話
に
同
報
メ
ー
ル

　

同
社
に
は
「
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
」
と
い
う
地
域
限
定
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
。
こ
れ
は
県
内
の
指
定
地
域
内

で
顧
客
が
事
故
や
故
障
な
ど
に
遭
遇
し

た
場
合
に
、
同
社
の
従
業
員
が
30
分
以

内
に
到
着
す
る
こ
と
を
目
指
す
サ
ー
ビ

ス
だ
。

　

出
動
依
頼
が
あ
る
と
従
業
員
の
携
帯

電
話
へ
一
斉
に
メ
ー
ル
を
送
信
し
、
近

く
に
い
る
従
業
員
が
現
場
に
駆
け
つ
け

る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

　

困
っ
た
時
に
迅
速
に
対
応
し
て
く
れ
た

会
社
に
は
親
し
み
を
覚
え
る
も
の
。
こ
う

し
た
点
も
同
社
の
強
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
12
ヵ
月
点
検
ま
た
は
車
検
を

行
っ
た
顧
客
は
「
安
心
カ
ー
ラ
イ
フ
倶

楽
部
」
会
員
と
し
て
、
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
無
料
で
利
用
で
き
る
。

こ
れ
も
、「
事
故
よ
り
も
故
障
の
発
生
数

が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
、
お
客
様
に
点

検
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
思
い
か
ら
考

案
し
た
」（
林
口
社
長
）
そ
う
だ
。

　

た
だ
、
顧
客
情
報
を
取
り
扱
う
場
面

で
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
配
慮
も
欠
か

せ
な
い
。
林
口
浩
久
専
務
取
締
役
は

「
メ
ー
ル
本
文
に
個
人
情
報
は
入
れ
ず
、

ワ
ン
タ
イ
ム
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
発
行
し
て
ク

リ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
内
容
を
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
従
業
員
の
携
帯

電
話
に
情
報
は
残
り
ま
せ
ん
し
、
サ
ー

バ
ー
上
の
情
報
も
後
で
削
除
さ
れ
ま

す
」
と
、
対
策
内
容
を
説
明
す
る
。

　

最
近
で
は
、
Ｉ
Ｔ
経
営
力
大
賞
へ
の

応
募
を
き
っ
か
け
に
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
井
上
俊
一
氏
と
の
縁
が
で
き
た
。

「
す
で
に
良
い
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
情
報
活
用
の
観
点
か
ら

シ
ス
テ
ム
の
効
率
性
を
高
め
る
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
れ
ば
」
と
井
上
氏
。

培
っ
て
き
た
情
報
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

さ
ら
に
磨
か
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

三重県津市藤方 1680-1
設　　立：1977 年
従業員数：90 名
事業内容：自動車ディーラー（新車・中
古車販売、整備サービス等）

URL：http://www.hondacars-mienaka.co.jp/

株式会社ホンダオート三重
（ホンダカーズ三重中）

会社概要

代表取締役社長　林口朋一氏

写真左から 経営顧問　岸上美勝氏
 経営顧問　鈴木健次氏
 取締役・サービス部長　稲垣利幸氏
 専務取締役　林口浩久氏

販促物やパンフレット
類は社内で制作。コスト
を抑え、タイムリーに情報を提供している

　金融機関に 30 余年勤務した後、銀行系シ
ンクタンクの取締役として、経営管理業務に従
事。退職後、自身の事務所を立ち上げコンサ
ルタント業務を行っている。親しみやすくソフト
な語り口と広い視野での分析力が魅力だ。経
営戦略、情報インフラ構築、業務システムの導
入まで一貫した支援が可能である。
　ホンダオート三重については、「業界として、
『初代フィット』が好調で売上高がピークを迎
えたあと、どんな手を打つかが勝負でした。新
車販売だけでなく、サービス面の充実を図り複
合的にビジネス展開を進めたことが利益アップ
につながったといえます」と分析する。
　同社は業務に応じて進めてきた多様なデータ
活用を、ある程度統合整理すべき時期に近づ
いている。「次の段階」への飛躍に、井上氏が
活躍する場面が増えそうだ。

ITコーディネータ
中小企業診断士
井上俊一氏
井上経営コンサルタント事務所
所長

サポーター紹介

ホンダオート三重は、「中小企業 IT 経営力大賞 2010」においてIT 経営実践企業に認定されました。

「
独
自
能
力
」
を
磨
い
て
選
ば
れ
る
会
社
へ

顧
客
本
位
の
デ
ー
タ
活
用
が
新
サ
ー
ビ
ス
を
生
む

三
重
県
津
市
・
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー　

ホ
ン
ダ
オ
ー
ト
三
重
（
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
三
重
中
）
の
場
合

新サービス開発と
データ活用

サービス業②

本記事は「COMPASS」2010 年夏号の特集「『今』を飛び越す」より抜粋したものです。
掲載内容は2010 年 7月現在の情報に基づいています。　
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代表取締役　宮城靖一氏（写真左）
専務取締役　宮城光秀氏（右）　　

文書管理システムも導入し、各種文書を
データ管理している。

顧客先へ納品に出向く社員には携
帯電話を支給。ミーティング情報
や連絡事項を携帯電話のメールに
一斉配信し、コミュニケーション
を深めている。さらにKDDIの
「GPS MAP」を活用。従業員が帰
社する前に現在地を通知し、立ち
寄り箇所がある場合は本社から連
絡するようにしている。

2009年に導入したICタグによるレンタル機
械管理システム。

　独立系ITコーディネータとして活躍。公社の支援事
業を入口に、沖縄IT経営応援隊のRFP作成支援事業
やIT経営成熟度診断などの各種メニューを組み合わせ、
大宮工機の新しい取り組みをサポート。事業には同社
から6名の従業員が参加。宮城社長と宮城専務はレン
タル機械の管理を「やりたい気持ちはあるがまだ無理だ
ろう」と思っていたが、従業員自身が研修を通じて「是非
やりたい」との思いを持ち、活動が加速したそうだ。
　宮城社長は、「専門家の方に入っていただくと社内だ
けで話し合っているのとは内容が違ってきます。客観的
な目で見られますし、社長一人が話す会議になりません
から」という。宮城専務も「ITを活用すると便利だというこ
とに皆が気づいてくれて共有できたのは大きい」と振り返
る。
　平良氏は同社が適正費用でITを使いこなそうとする姿
勢を高く評価。ICタグの展示会にも同行するなど、新シ
ステム導入を支えた。「中核商品である濁水処理設備を
全国へ販売することをはじめ、ビジネス拡大のチャンス
がまだまだあります」と期待している。

　沖縄県産業振興公社では、「IT活用経営戦略
支援事業」を実施している。大宮工機は平成20
年度の同制度を利用した。本事業は県内企業3
社に対し中小企業診断士及びITコーディネータを
講師に集合研修を5回、企業への専門家派遣を
10回実施して、ITの戦略的活用を支援するという
密度の濃い事業である。「年度末には成果発表の
場を設け必ず事例を公表します。成功事例を広め
るとともに新たな参加企業の意欲を高める場にし
ています」と経営支援部部長の城間敏光氏は話
す。大宮工機は前年度の事例発表会が縁で事
業を知ったそうだ。
　同社に対して城間氏は「建設業界が厳しくなる
中、生き残りを図り他に先駆けてITを活用し使い
方を工夫されています」と評価する。
　沖縄県産業振興公社では、Web活用支援に
も力を入れている。ネットショップの再構築などネッ
ト販売力の強化やスキルアップのメニューも設けら
れ、県内企業を支援している。

ICタグICタグICタグ

市販のツールを
上手に活用

沖縄県南風原町字宮平631
設　　立：1987年
従業員数：23名
事業内容：建設機械レンタル,

濁水処理設備企画製造・
レンタル

http://www.ohmiyakouki.com/

有限会社大宮工機
会社概要

戦
略
商
品
で
あ
る

濁
水
処
理
設
備

サポーター紹介 支援機関紹介

ITコーディネータ
平良弘氏
株式会社インフォ・スタッフ
代表取締役
http://www.info-sf.co.jp/

財団法人
　沖縄県産業振興公社
経営支援部　部長
城間敏光氏
http://www.okinawa-ric.or.jp/

　

建
築
現
場
で
は
、
シ
ョ
ベ
ル
機
械
や

電
動
工
具
、
簡
易
ト
イ
レ
ま
で
、
工
事

の
時
期
だ
け
必
要
な
モ
ノ
が
活
躍
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
機
器
の
大
半
は
レ
ン

タ
ル
会
社
か
ら
の
貸
し
出
し
品
だ
。

　

沖
縄
県
の
大
宮
工
機
も
建
設
機
械
レ

ン
タ
ル
業
を
営
む
会
社
の
一
つ
。
８
年

前
に
二
代
目
経
営
者
と
な
っ
た
宮
城
靖

一
社
長
は「
以
前
は
建
設
会
社
が
機
械

を
所
有
し
て
い
ま
し
た
が
、
使
い
た
い

時
だ
け
借
り
る
方
が
資
産
管
理
や
保
管

が
不
要
な
点
で
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
が
下

が
る
た
め
、
レ
ン
タ
ル
が
主
流
に
な
り

ま
し
た
」と
業
界
の
事
情
を
説
明
す
る
。

　

同
社
は
、
３
０
０
品
目
に
及
ぶ
機

械
・
用
具
を
幅
広
く
保
有
し（
個
数
は

数
万
点
に
な
る
）、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
傍
ら
、
沖
縄
県
の
赤
土
等
流
失

防
止
条
例
に
対
応
し
た
濁
水
処
理
設
備

を
自
社
開
発
。
こ
れ
は
同
社
の
戦
略
商

品
と
な
っ
て
い
る
。

手
作
業
で
の
業
務
管
理
か
ら

お
金
を
か
け
な
い
Ｉ
Ｔ
化
へ

　

一
つ
の
工
事
現
場
で
は
進
捗
に
応
じ

て
頻
繁
に
レ
ン
タ
ル
品
の
注
文
や
引
取

り
が
発
生
す
る
。
大
宮
工
機
は
1
日
に

60
件
近
く
の
現
場
と
取
引
を
行
っ
て
お

り
、
従
業
員
の
８
割
は
納
品
業
務
に
従

事
す
る
。
と
こ
ろ
が
十
数
年
前
ま
で
は

事
務
処
理
を
手
作
業
で
行
っ
て
い
た
。

貸
し
出
し
状
況
を
す
ぐ
に
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
ま
た
月
末
は
請
求
書
発

行
の
た
め
残
業
続
き
だ
っ
た
と
い
う
。

　

宮
城
靖
一
社
長
は
Ｉ
Ｔ
の
活
用
を
考

え
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
当
時
は

導
入
を
見
送
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。

　
「
レ
ン
タ
ル
業
向
け
の
ソ
フ
ト
を
見

た
り
、
利
用
し
て
い
る
企
業
の
話
を
聞

い
た
り
も
し
ま
し
た
。
で
も
恐
ら
く
使

い
こ
な
せ
ず
、『
ソ
フ
ト
に
使
わ
れ
る
』

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
」

　

業
務
の
流
れ
に
合
わ
せ
る
た
め
に
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
と
数
百
万
円
か
か
る

こ
と
も
、
躊
躇
さ
せ
る
一
因
だ
っ
た
。

　
「
自
社
に
適
切
な
I
T
を
探
し
て
業

務
改
善
を
し
た
い
」―
宮
城
靖
一
社

長
の
思
い
を
理
解
し
、
I
T
導
入
を
推

進
し
た
の
が
専
務
で
あ
り
実
弟
の
宮
城

光
秀
氏
だ
っ
た
。

　

営
業
畑
の
社
長
に
対
し
、
専
務
は
経

理
面
か
ら
経
営
を
支
え
て
い
た
。
そ
こ

で
ま
ず
会
計
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、
次
に

デ
ー
タ
ベ
ー
ス「
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」を
用

い
た
請
求
書
発
行
シ
ス
テ
ム
を
自
ら
構

築
。
機
能
を
追
加
し
、
従
業
員
の
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
業
務
の
基
本
シ

ス
テ
ム
と
し
て
い
っ
た（
現
在
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
は「
Ｓ
Ｑ
Ｌ 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
ｒ
」）。

　

次
に
課
題
と
な
っ
た
の
は
、
本
社
の

顧
客
対
応
強
化
だ
っ
た
。
注
文
の
ほ
と

ん
ど
は
現
場
監
督
の
携
帯
電
話
か
ら

入
っ
て
く
る
。「
お
得
意
様
」に
は
名
前

を
聞
か
ず
と
も
誰
な
の
か
を
理
解
し
て

対
応
し
た
い
が
、
ど
う
し
て
も
担
当
者

に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
出
て
し
ま
う
。

　

宮
城
専
務
は「
こ
こ
を
補
完
す
る
た

め
に
、
電
話
番
号
と
顧
客
デ
ー
タ
を
紐

づ
け
る
Ｃ
Ｔ
Ｉ
の
仕
組
み
が
欲
し
い
」

と
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
調
べ
て
み
る
と

専
用
シ
ス
テ
ム
は
そ
れ
な
り
の
価
格
で

あ
り
、
別
の
方
法
を
考
え
る
こ
と
に
。

沖
縄
県
中
小
企
業
家
同
友
会
の
仲
間
か

ら
の
助
言
で
、
電
話
番
号
を
パ
ソ
コ
ン

に
デ
ー
タ
出
力
す
る
装
置
を
見
つ
け
出

し
、
既
存
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
を
実
現

し
た
。

　

現
在
は
、
電
話
が
か
か
る
と
そ
の
番

号
に
連
動
し
て
顧
客
や
工
事
現
場
の

デ
ー
タ
が
画
面
表
示
さ
れ
、
そ
れ
を
見

な
が
ら
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
場
で
受
注
内
容
を
入
力
し
、
伝
票

も
出
せ
る
。「
以
前
は
、
３
回
の
転
記

作
業
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
電
話

を
切
る
こ
ろ
に
は
伝
票
が
出
力
さ
れ
る

ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
に
な
り
ま
し
た
」（
宮

城
専
務
）と
の
こ
と
だ
。

Ｉ
Ｃ
タ
グ
に
よ
る
管
理
で

機
械
稼
働
率
の
向
上
へ

　

そ
し
て
、
2
０
０
8
年
に
入
っ
て
か

ら
は
、
個
々
の
レ
ン
タ
ル
商
品
の
動
き

を
デ
ー
タ
上
で
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ

う
、Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
使
っ
た
管
理
シ
ス
テ

ム
に
取
り
組
ん
だ
。
沖
縄
県
産
業
振
興

公
社
が
実
施
し
て
い
る「
Ｉ
Ｔ
活
用
経

営
戦
略
支
援
事
業
」で
平
良
弘
氏
や
兼

次
日
出
男
氏
ら
の
支
援
を
受

け
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援

隊
の
事
業
も
活
用
。

　

シ
ス
テ
ム
へ
の
発
想
は
以

前
か
ら
あ
っ
た
が
、
現
物
の

商
品
一
つ
ず
つ
に
ど
う
や
っ

て
デ
ー
タ
番
号
を
持
た
せ
る

か
が
課
題
だ
っ
た
。
例
え
ば

番
号
を
バ
ー
コ
ー
ド
化
し
て

貼
り
付
け
て
も
過
酷
な
現
場

で
は
剥
が
れ
て
し
ま
う
。
今

回
、
東
京
の
展
示
会
で
水
に

強
く
、
強
度
も
高
い
条
件
に

合
う
I
C
タ
グ
を
見
つ
け
、
こ
れ
を

機
械
に
取
り
付
け
て
商
品
管
理
を
行

う
こ
と
に
し
た
の
だ
。
納
品
と
返
却

の
際
に
タ
グ
を
読
み
取
り
、
商
品
の

状
況
を
デ
ー
タ
に
登
録
し
て
い
く
。

　

本
シ
ス
テ
ム
で
レ
ン
タ
ル
状
況
を
集

計
し
、「
機
械
の
最
適
在
庫
を
割
り
出

し
、
稼
働
率
を
上
げ
て
い
き
た
い
」と

宮
城
靖
一
社
長
は
意
気
込
む
。
大
宮
工

機
は
、
社
長
と
専
務
の
明
確
な
役
割
分

担
に
よ
っ
て
等
身
大
の
Ｉ
Ｔ
導
入
を
実

践
し
て
い
る
。

大宮工機は、「中小企業 IT 経営力大賞 2010」においてIT 経営実践企業に認定されました。

時
機
を
と
ら
え
て
「
等
身
大
の
I
T
」
を
導
入

Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
使
っ
た
レ
ン
タ
ル
機
器
管
理
も
実
現

沖
縄
県
南
風
原
町
・
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
業　

大
宮
工
機
の
場
合

顧客対応の
スピード化

サービス業③

本記事は「COMPASS」2010年冬号の特集「選べる幸運、分かれる命運」より抜粋したものです。
掲載内容は2010 年 1月現在の情報に基づいています。
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茨
城
県
の
県
庁
所
在
地
水
戸
市
。
駅

前
に
は
大
手
チ
ェ
ー
ン
を
筆
頭
に
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
が
軒
を
連
ね
る
。
競
争
の

激
し
さ
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

　

駅
か
ら
徒
歩
３
分
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド

に
建
つ
水
戸
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
有
限

会
社
プ
リ
ン
ス
）
は
、
系
列
に
は
属
さ

ず
、
外
観
か
ら
し
て
も
、
ご
く
普
通
の

地
元
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
だ
。

　

出
張
需
要
が
減
り
稼
働
率
低
下
に
悩

む
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が
増
え
て
い
る
中
、

水
戸
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
は
堅
調
に
売
上

を
維
持
し
て
い
る
と
い
う
。

朝
食
、
お
風
呂
の
強
み
を

視
覚
的
に
も
ア
ピ
ー
ル

　

実
は
同
ホ
テ
ル
も
５
、
６
年
前
は
競

争
激
化
を
ど
う
乗
り
越
え
、
稼
働
率
向

上
と
売
上
回
復
を
い
か
に
図
る
か
に
頭

を
悩
ま
せ
て
い
た
。

　

父
が
経
営
す
る
ホ
テ
ル
に
常
務
と
し

て
着
任
し
た
杉
山
勉
氏
は
、
宿
泊
予
約

が
Ｗｅ
ｂ
へ
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
こ
と

を
感
じ
、
急
に
空
き
室
が
出
て
も
チ
ラ

シ
な
ど
を
つ
く
る
こ
と
な
く
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
機
動
性
に
可
能
性
を
感
じ
た
。

　

し
か
し
、
近
く
に
Ｗｅ
ｂ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
教
え
て
く
れ
る
人
は
い
な
い
。
そ

こ
で
地
元
の
ネ
ッ
ト
担
当
者
が
集
ま
り

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
場

で
あ
る
「
ど
っ
と
こ
む
い
ば
ら
き
」
を

設
立
。
全
国
か
ら
ネ
ッ
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
第
一
人
者
を
呼
ん
で
勉
強
し
、

Ｗｅ
ｂ
活
用
を
進
め
て
い
っ
た
。

　

自
社
の
強
み
を
分
析
し
て
み
る
と
、

手
作
り
の
朝
食
、
大
浴
場
や
貸
し
切
り

風
呂
、
手
ご
ろ
な
価
格
な
ど
の
特
徴
が

あ
っ
た
。
こ
れ
を
写
真
な
ど
も
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
伝
え
た
。

　

現
在
は
宿
泊
予
約
の
半
分
以
上
は

ネ
ッ
ト
経
由
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
宿
泊
予
約
と
い
え
ば
、「
楽
天
ト

ラ
ベ
ル
」
や
「
じ
ゃ
ら
ん
」
と
い
っ
た

大
手
サ
イ
ト
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
水

戸
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
は
楽
天
ト
ラ
ベ
ル

か
ら
の
宿
泊
売
上
が
前
年
比
２
２
４
％

に
伸
び
て
お
り
、
宿
泊
予
約
実
績
が
県

内
第
一
位
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

「
水
戸
に
く
る
と
き
は
定
宿
に
」
と
い

う
リ
ピ
ー
ト
客
が
あ
る
の
も
強
み
だ
。

数
値
だ
け
に
目
が
行
く
と

本
質
を
忘
れ
る

　

予
約
獲
得
に
あ
た
っ
て
は
、
ホ
テ
ル

の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
↓
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
↓
判
断
へ
の
確
信
の
場

（
口
コ
ミ
や
詳
細
説
明
）↓
比
較
↓
ア
ク

シ
ョ
ン
と
い
う
流
れ
を
重
視
。
し
か
し

杉
山
常
務
は
、
ネ
ッ
ト
活
用
は
テ
ク

ニ
ッ
ク
で
は
な
い
と
い
う
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
お
客
様
か
ら

信
頼
と
評
判
を
得
る
情
報
発
信
の
場
だ

と
思
い
ま
す
。
具
体
的
な
方
法
は
、
ブ

ロ
グ
も
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
も
ツ
イ
ッ

タ
ー
も
、
ま
た
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
工
夫

な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が

結
び
つ
い
て
少
し
ず
つ
信
頼
関
係
が
構

築
さ
れ
て
い
く
も
の
で
し
ょ
う
」
と
、

淡
々
と
語
る
。

　

検
索
サ
イ
ト
で
ど
う
上
位
に
食
い
込

む
か
、
メ
ル
マ
ガ
の
ク
リ
ッ
ク
率
が
い

く
つ
で
反
応
が
何
％
…
な
ど
、
数
値
だ

け
に
一
喜
一
憂
す
る
姿
勢
に
は
警
鐘
を

鳴
ら
す
。

　
「
ホ
テ
ル
は
接
客
が
仕
事
。
接
客
が

今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
す
」

　

杉
山
常
務
は
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
内
容

や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
文
章
そ
の
も
の

が
接
客
の
一
つ
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、

顧
客
視
点
を
最
優
先
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
例
は
、
宿
泊
プ
ラ
ン
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
に
も
表
れ
て
い
る
。
平
日
は
８

割
が
ビ
ジ
ネ
ス
客
だ
が
、
ツ
イ
ン
の
部

屋
は
家
族
旅
行
の
顧
客
向
け
に
も
販
売

す
る
。
そ
の
際
「
春
の
旅
行
プ
ラ
ン
」

な
ど
あ
り
き
た
り
で
な
く
「
お
子
様
連

れ
旅
行
応
援
！
家
族
で
ゆ
っ
た
り
大
き

い
お
部
屋
♪
床
に
寝
転
べ
る
洋
室
◇
お

子
様
添
い
寝
無
料
」
な
ど
と
、
小
さ
な

子
ど
も
連
れ
で
も
大
丈
夫
な
の
だ
、
と

顧
客
側
が
泊
ま
る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
わ
か
り
や
す
い
プ
ラ
ン
名
を
つ
け

て
い
る
。

　

ま
た
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
な
ど
で
は
宿

泊
者
の
感
想
を
掲
載
す
る
欄
が
あ
る

が
、
ホ
テ
ル
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
そ
う

な
投
稿
も
そ
の
ま
ま
掲
載
し
、
一
つ
ず

つ
丁
寧
に
回
答
を
し
て
い
る
。
こ
の
姿

勢
が
、
顧
客
が
宿
を
選
定
す
る
際
の
判

断
材
料
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
20
年
に
は
、
関
東
Ｉ
Ｔ
経
営
応

援
隊
の
経
営
者
研
修
会
に
参
加
。
翌
年

に
は
個
別
支
援
を
受
け
、Ｉ
Ｔ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
の
鹿
子
幡
庸
雄
氏
、
葛
貫

壮
四
郎
氏
の
協
力
の
も
と
、
社
内
ス

タ
ッ
フ
が
自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
、

経
営
企
画
書
を
作
成
し
た
。
鹿
子
幡
氏

は
、「
ス
タ
ッ
フ
の
方
も
遠
慮
な
く

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
情
報
共
有
が
進
ん
だ
の
は
大
き
か
っ

た
と
思
い
ま
す
」
と
振
り
返
る
。

　

杉
山
常
務
が
現
在
力
を
入
れ
て
い
る

の
は
水
戸
市
内
の
ホ
テ
ル
が
共
同
で
出

す
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
あ
る
。
観
光
地

と
し
て
の
水
戸
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し

て
、
来
訪
者
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
い

う
試
み
だ
。

予約へのストーリー（水戸プリンスホテル）

比較・記憶

予約
背中を押す
限定プラン
早期特典など

不安解消・確信を得る
・カスタマイズページ
・プランの説明
・口コミ
・アンケート結果

注意を引き
存在を
アピール

関心を
持ってもらう
・キャッチコピー
・タイトル、文章
・写真

口コミ・
感想にも
きちんと対応

さくら川に面し、水戸駅からも近い好立地の
水戸プリンスホテルホームページは必見　URL：http://www.mito-prince.co.jp/

フロントスタッフ

常務取締役　杉山勉氏

　茨城地区で積極的に活動しているITコーディネータ。
水戸プリンスホテルとは平成20年度の関東IT経営応援
隊で経営者研修会を縁に出会い、個別支援メニューに
て同社を訪問。従業員から活発な意見を引き出し、改
めて現状を分析し経営戦略を整理した。
　杉山常務は、「第三者に入っていただくのはスタッフ
にとっても納得性が高い。私が言うよりも客観的に発言
していただくとわかりやすいし、自らが決めた目標であれ
ば主体的に動けます」と振り返る。杉山常務が日々の
業務を牽引してはいるが、スタッフ自身が考えて動ける
と、主体性が高まる。
　葛貫氏は、「楽天トラベルでの宿泊者からの感想に、
ていねいに対応する姿勢は顧客に好評です。この場が
従業員の方の教育にもなっているようで、うまく機能して
います」と評している。

ITコーディネータ
ITコーディネータ茨城
http://www.itc-ibaraki.com/

Twitterについて
　ツイッターとは、140文字以内の投稿
（「つぶやき」）によって人々がつながり合え
るインターネットの新しいコミュニケーショ
ンツール。水戸プリンスホテルでは、ツイッ
ターの活用にも挑戦。発信するのは「お客
様にありがとうと言ってもらえる情報」なの
だそうだ。ツイッターでセールを告知する企
業もあるが、同ホテルでは、これからホテ
ルに向かう顧客に交通情報やお天気の情
報、また近所で開催されるお祭りや行事な
どを「つぶやいて」いる。

Column ▶▶▶

葛貫壮四郎氏（左）　鹿子幡庸雄氏（右）

茨城県水戸市桜川2-2-11
設　　立：1990年
従業員数：44名
事業内容　ホテル業
http://www.mito-prince.co.jp/

有限会社プリンス
（ホテル名　水戸プリンスホテル）

会社概要

サポーター紹介

水戸プリンスホテルは、「中小企業 IT 経営力大賞 2010」においてIT 経営実践企業に認定されました。

ホ
テ
ル
の
接
客
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

信
頼
を
獲
得
で
き
る
情
報
発
信
を
続
け
る
！

茨
城
県
水
戸
市
・
宿
泊
業　

水
戸
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
場
合

ホームページによる
稼働率向上

サービス業④

本記事は「COMPASS」2010年春号に掲載されたものです。
掲載内容は2010 年 4月現在の情報に基づいています。
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代表取締役社長　松岡義博氏
社団法人日本農業法人協会の会長も務める

熊本県菊池市下河原2818
設　　立：1995年（創業1968年）
従業員数：120名

事業内容：
　鶏卵の製造、
　食品製造販売、飲食業
URL：
　http://cocco-farm.co.jp

農業生産法人 有限会社コッコファーム

ホームページでは、ＣＭで流れ
るテーマ曲の動画も見られる

2010年３月には菊池市の福村三男市長（写真中
央）に、中小企業IT経営力大賞ITコーディネータ
協会会長賞受賞を報告。写真はその時のもの

　

熊
本
県
の
中
北
部
に
位
置
す
る
菊
池

市
。
こ
こ
に
、
朝
取
り
卵
で
人
気
の
コ
ッ

コ
フ
ァ
ー
ム
が
あ
る
。
卵
を
食
べ
て
み

る
と
、
臭
み
が
な
く
深
い
味
わ
い
だ
。

　

創
業
者
の
松
岡
義
博
社
長
は
、
実
は

一
度
農
業
か
ら
離
れ
て
い
る
。「
将
来

の
展
望
が
描
け
な
い
」
と
家
を
飛
び
出

し
納
得
の
行
く
職
を
探
し
歩
き
、
東
京

に
も
出
た
。
し
か
し
感
じ
た
の
は
都
会

の
冷
た
さ
だ
っ
た
。
仕
事
中
の
怪
我
を

機
に
も
う
一
度
自
己
を
見
つ
め
直
し

た
。「
自
分
は
都
会
の
人
間
で
は
な
い

な
、
と
思
い
ま
し
た
。
過
疎
化
し
不
便

だ
け
れ
ど
、
田
舎
の
自
然
や
人
間
関
係

が
宝
に
見
え
て
き
た
の
で
す
」

　

故
郷
に
戻
り
閃
い
た
の
は
、
取
り
た

て
の
温
か
い
卵
を
か
け
た
ご
飯
の
幸
せ

な
思
い
出
だ
っ
た
。「
自
分
は
、
あ
っ

た
か
い
卵
を
届
け
る
仕
事
を
す
る
」
―

こ
う
し
て
40
年
前
、
４
０
０
羽
の
養
鶏

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
コ
ッ
コ
フ
ァ
ー

ム
な
の
だ
。
松
岡
社
長
の
ビ
ジ
ネ
ス
の

原
点
は
、
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

年
間
47
万
人
が
来
訪

リ
ピ
ー
ト
率
60
％

　

コ
ッ
コ
フ
ァ
ー
ム
は
６
万
５
千
平
方

メ
ー
ト
ル
の
敷
地
を
有
し
、
養
鶏
場
、
卵

や
自
社
製
品
の
直
売
店
、
オ
ム
ラ
イ
ス

が
看
板
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
卵
の
殻
と
鶏

ふ
ん
を
利
用
し
て
栽
培
す
る
観
光
バ
ナ

ナ
園
な
ど
を
建
設
。
年
間
の
べ
47
万
人

が
訪
れ
、
３
キ
ロ
詰
め
の
朝
取
り
卵
の

箱
が
次
々
売
れ
て
い
く
。
そ
し
て
顧
客

の
リ
ピ
ー
ト
率
は
60
％
に
達
し
て
い
る
。

　

初
め
は
卵
の
行
商
か
ら
始
め
た
と
い

う
松
岡
社
長
は
、
相
場
に
左
右
さ
れ
る

農
業
の
不
安
定
さ
を
克
服
す
べ
く
店
舗

に
よ
る
直
接
販
売
へ
踏
み
切
っ
た
。
地

方
発
送
も
行
っ
て
い
た
が
、
壊
れ
や
す

い
卵
は
梱
包
な
ど
に
時
間
が
か
か
り
効

率
的
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、「
全
国
か
ら
菊
池
市
の
コ
ッ

コ
フ
ァ
ー
ム
へ
来
て
も
ら
う
」
と
の
発

想
で
、
各
種
設
備
を
整
え
て
き
た
。「
特

色
の
あ
る
物
販
、
そ
こ
に
行
く
価
値
が

あ
る
こ
と
が
大
切
」
と
松
岡
社
長
は
強

調
す
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
も
充
実

し
、
訪
問
の
楽
し
み
を
増
や
し
た
。

　

そ
し
て
、
顧
客
と
の
重
要
な
仲
立
ち

に
な
る
の
が
情
報
で
あ
る
。
コ
ッ
コ

フ
ァ
ー
ム
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
も

ち
ろ
ん
、
直
接
顧
客
に
配
布
す
る
情
報

誌
を
毎
月
、
従
業
員
自
ら
が
作
成
す
る

な
ど
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

一
方
で
、Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
や
会
員
カ
ー
ド

を
導
入
し
て
、
顧
客
の
動
向
を
把
握
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
２
０
０
円
払
っ

て
加
入
す
る
カ
ー
ド
会
員
は
す
で
に
１

万
７
０
０
０
人
も
い
る
そ
う
だ
。

購
買
デ
ー
タ
で

仮
説
を
確
か
め
る

　

こ
う
し
た
情
報
活
用
の
基
盤
と
な
る

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
担
当
す
る
の
は
、
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
課
課
長
の
中
庄
司
秀
一

氏
で
あ
る
。
松
岡
社
長
の
考
え
方
を
理

解
し
、
そ
れ
を
現
場
の
状
況
に
即
し
て

具
体
化
で
き
る
力
を
買
わ
れ
て
い
る
。

同
社
の
デ
ー
タ
活
用
法
に
つ
い
て
、
中

庄
司
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
と
い
っ
て
も
、
実

は
、
販
売
動
向
を
分
析
し
て
商
品
開
発

す
る
使
い
方
と
は
少
々
異
な
り
ま
す
。

私
ど
も
が
想
定
す
る
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
お
客
様
の
層
と
商
品
が

か
み
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
照
合
す

る
こ
と
が
多
い
で
す
」

　

仮
説
を
検
証
す
る
手
段
と
し
て
の

デ
ー
タ
活
用
だ
。
松
岡
社
長
は
自
社
の

ビ
ジ
ネ
ス
を
、「
あ
る
意
味〝
自
分
勝

手
〞で
あ
り
、
独
自
の
案
を
仕
掛
け
て

お
客
様
に
本
当
に
喜
ん
で
欲
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
表
現
す
る
。
単
純
に

顧
客
の
言
う
と
お
り
に
す
る
の
で
は
な

く
、
需
要
の
創
出
に
力
点
を
置
い
て
い

る
の
だ
。
現
在
の
主
要
顧
客
層
は
50
代

〜
60
代
。
ド
ラ
イ
ブ
の
途
中
に
立
ち
寄

り
、
近
所
の
人
や
孫
の
分
ま
で
ま
と
め

買
い
し
て
く
れ
る
人
だ
。
事
実
、
多
い

人
は
３
キ
ロ
入
り
を
20
箱
も
購
入
し
て

い
く
と
い
う
。

　
「
代
表
買
い
」
を
し
、
高
い
購
入
実

績
の
あ
る
顧
客
は
も
は
や
パ
ー
ト
ナ
ー

の
よ
う
な
も
の
。「
一
緒
に
経
営
を
支

え
て
も
ら
う
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
ほ
し

い
」（
松
岡
社
長
）
と
も
考
え
て
い
る
。

会
員
制
度
は
コ
ッ
コ
フ
ァ
ー
ム
の
フ
ァ

ン
作
り
、
そ
し
て
フ
ァ
ン
が
誰
か
を
特

定
し
て
さ
ら
に
自
社
の
想
い
を
伝
え
る

た
め
に
機
能
し
て
い
る
の
だ
。

次
の
課
題
は

情
報
の
管
理
面

　

同
社
は
従
業
員
の
３
分
の
１
が
55
歳

以
上
で
あ
る
た
め
、Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
お

い
て
は
、「
使
い
こ
な
せ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
」
を
重
視
。
中
庄
司
氏
は
、
自

社
に
必
要
な
も
の
を
選
び
取
る
姿
勢
で

臨
み
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
利
用
と
並
行

し
て
ノ
ー
ト
へ
の
記
録
な
ど
ア
ナ
ロ
グ

も
残
し
て
い
る
と
い
う
。

　

た
だ
、
顧
客
情
報
を
扱
う
の
で
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
必
須
と
な
る
。
こ
の

点
は
、
地
元
の
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

中
尾
克
代
氏
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が

ら
、
知
識
を
深
め
、
対
策
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。

　

２
０
１
１
年
に
は
各
施
設
を
１
カ
所

に
統
合
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
建
設
予
定
。
ど
ん
な
場
と
な
る

の
か
。
そ
れ
は
コ
ッ
コ
フ
ァ
ー
ム
を
訪

れ
、
直
接
確
か
め
て
ほ
し
い
。

会社概要

マルチメディア課　課長
中庄司秀一氏

現場を知り経営者の意図を理解できる人
材として、自社に必要なITを選択・活用

平坦な土地ではなくいわゆる
「中山間地」にある。この起
伏が来訪者には自然に親し
める場所という付加価値を
提供している。敷地内には
無料休憩所などもある

　周囲の人を元気にさせるエネルギッシュなＩＴコーディネータ。
2009年のセイブ・クリーンに引き続き、中小企業ＩＴ経営力大
賞優秀賞を熊本県内から輩出した。ＩＳＯ品質・環境・ISMSの
支援業務やプライバシーマーク審査員などを行い、現在は独立
系ＩＴコーディネータとして広く活躍している。
　コッコファームとは、菊池市の行政改革委員として松岡社長と
席を並べたことがきっかけ。セキュリティ面を中心にアドバイスし、
「知識を少しずつ増やしていく際の翻訳者になっていただいていま
す」と中庄司氏はいう。1つの方法を押し付けない姿勢に好感
を持っているそうだ。中尾氏は「標準的なあり方をまずきちんとお
伝えし、コッコファームとして必要なものを選んでいただけるように
しています」という。地域へ人を呼び込もうというコッコファーム
のビジネスに共感し、ＩＴコーディネータとして全国への情報発信の
基点となることも期待されている。
　松岡社長は、「地元から貴重な人材が得られました。当社の
今後を考えると“会うべくして会った”というところかもしれません」
と笑顔で語る。2011年開設のマルチメディアセンターについて
も協力を得ていきたいとのことだ。

ITコーディネータ
中尾克代氏
熊本ソフトウェア 株式会社
http://www.kmt-ics.co.jp/

サポーター紹介

コッコファームは、「中小企業 IT 経営力大賞 2010」においてITコーディネータ協会会長賞を受賞しました。

「
産
み
た
て
の
あ
っ
た
か
い
卵
を
届
け
た
い
」

情
報
の
発
信
基
地
と
し
て
フ
ァ
ン
を
増
や
す

熊
本
県
菊
池
市　

農
業
・
食
品
製
造
業　

コ
ッ
コ
フ
ァ
ー
ム
の
場
合

リピート率を
高める仕組み

農　業

本記事は「COMPASS」2010年春号の特集「リピート率はどのくらい？」より抜粋したものです。
掲載内容は2010 年 4月現在の情報に基づいています。
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「物流改革プラン」のシステム概要

※EDI…電子データ交換の略。
企業間で自動受発注できるシステム

基幹業務
システム

自由に
選べる

自動受発注
（EDI）

利用者

自動受発注
（EDI）

得意先
A

得意先
B

得意先
C

得意先
Z

仕入先
A

仕入先
B

仕入先
C

仕入先
Z

▶自動受発注（販売EDI機能・調達EDI機能）を簡単にローコストで！
▶品番が異なっても自動変換

自動受発注（EDI）※11

▶販売管理、調達管理、在庫管理、生産管理など、使いたい機能のみも選べる
▶EDI機能と連動

基幹業務システム22

販売EDI機能
（受注データ交換）

販売管理

調達管理

調達EDI機能
（発注データ交換）

務務

達管調達管理

在庫管理・生産管理サービス

…

… 代表取締役社長　鈴木建吾氏（写真左）、
システム統括部　部長　山田茂之氏（右）

　

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
コ
ー
ナ

ー
な
ど
で
見
か
け
る
小
分
け
に
さ
れ
た

多
種
多
様
な
ネ
ジ
。
初
め
て
こ
の
ス
タ

イ
ル
で
の
販
売
を
始
め
た
の
が
、
愛
知

県
の
八
幡
ね
じ
で
あ
る
。
工
業
用
ね
じ

専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
創
業
し
、
１
９

７
５
年
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
商
品
の
販
売
を
開
始

し
た
。
現
在
の
在
庫
登
録
商
品
数
は
15

万
に
及
ぶ
。

　

同
社
は
自
動
車
・
機
械
業
界
か
ら
の

厳
し
い
要
求
に
応
え
る
た
め
「
製
品
品

質
」
の
維
持
向
上
を
図
り
、
取
引
先
企

業
の
信
頼
を
構
築
し
て
き
た
。
そ
し

て
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
業
界
向
け
に
は
多
品
種
小

口
物
流
を
ミ
ス
な
く
コ
ス
ト
を
抑
え
て

実
現
す
る
「
出
荷
品
質
」
に
注
力
。
お

得
意
先
・
お
取
引
先
、
自
社
、
社
会
が

共
に
幸
せ
に
と
い
う
「
三
方
善
」
の
精

神
を
基
本
理
念
に
掲
げ
る
鈴
木
建
吾
社

長
は
、
こ
の
「
製
品
品
質
」
と
「
出
荷

品
質
」
を
重
視
し
、
I
T
の
活
用
を
進

め
て
き
た
。

　

出
荷
ミ
ス
を
出
さ
な
い
自
動
仕
分
け

「
フ
ロ
ー
シ
ス
テ
ム
」、
ネ
ジ
の
種
別
・

個
数
を
自
動
検
品
す
る
「
セ
ル
シ
ス
テ

ム
」
な
ど
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
た
シ
カ
ケ
・

仕
組
み
を
構
築
し
ミ
ス
ゼ
ロ
を
実
現
で

き
た
。

　

一
連
の
取
り

組
み
が
評
価
さ

れ
中
小
企
業
Ｉ

Ｔ
経
営
力
大
賞

が
創
設
さ
れ
た

年（
２
０
０
８
）

の
経
済
産
業
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
の
で
あ
る
。

自
社
の
合
理
化
経
験
を

取
引
先
に
も
広
め
た
い

　

そ
の
後
も
八
幡
ね
じ
の
改
善
活
動
は

止
ま
る
こ
と
な
く
進
ん
で
い
る
。
現
場

か
ら
の
改
善
案
が
頻
繁
に
出
る
よ
う
に

な
り
、
物
流
部
分
で
は
、
１
年
前
に
比

べ
て
２
０
０
０
万
円
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

を
実
現
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
経
営

力
大
賞
を
受
賞
し
た
２
０
０
８
年
春
の

時
点
で
、
す
で
に
次
の
「
物
流
改
革
プ

ラ
ン
」
へ
と
歩
を
進
め
て
い
た
。

　

こ
れ
は
、
八
幡
ね
じ
が
持
つ
受
発

注
、
生
産
、
在
庫
、
出
荷
な
ど
を
統
合

化
し
た
シ
ス
テ
ム
（
Ｙ
ａ
Ｃ
Ｓ
）
を
、

広
く
他
社
に
も
提
供
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
だ
。
特
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

よ
る
自
動
受
発
注
（
以
下
Ｅ
Ｄ
Ｉ
）
は

受
発
注
業
務
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の

カ
ギ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
仕
様
の
統
一

が
な
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
普
及
に
は

様
々
な
課
題
が
あ
る
。
鈴
木
社
長
は
、

「
Ｅ
Ｄ
Ｉ
は
お
客
様
の
た
め
に
役
立
つ

も
の
で
す
。
私
ど
も
が
改
善
を
し
て
き

た
経
験
を
ベ
ー
ス
に
、
八
幡
ね
じ
だ
け

で
な
く
、
一
つ
の
大
き
な
グ
ル
ー
プ
と

し
て
合
理
化
が
進
め
ら
れ
る
で
し
ょ

う
」
と
意
図
を
語
る
。

　

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
量
販
店
は

早
く
か
ら
Ｅ
Ｄ
Ｉ
が
進
み
、
八
幡
ね
じ

内
に
は
自
動
的
に
デ
ー
タ
が
取
り
込
め

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
仕
入

れ
先
や
関
連
商
品
の
取
引
先
な
ど
は
対

応
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
「
平
成
20
年
度
中

小
企
業
Ｉ
Ｔ
経
営
革
新
支
援
事
業
」
に

採
択
。
大
阪
ハ
ン
マ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー

（
大
阪
府
東
大
阪
市
）、
加
藤
螺
子
製
作

所
（
名
古
屋
市
）
と
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

を
組
み
、Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
（
Ｉ

T
C
）
の
高
間
正
俊
氏
を
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
た
。

使
い
た
い
機
能
を
選
べ
る

便
利
な
コ
ー
ド
変
換
機
能

　

で
は
、
八
幡
ね
じ
が
構
築
し
た
基
幹

シ
ス
テ
ム
や
Ｅ
Ｄ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
を
、
ど

う
や
っ
て
取
引
先
が
使
え
る
よ
う
に
し

た
の
か
。
シ
ス
テ
ム
統
括
部
部
長
の
山

田
茂
之
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
ベ
ー
ス
の
シ
ス
テ
ム
は
八
幡
ね
じ

の
も
の
を
ク
ラ
ウ
ド
化
し
、
企
業
間
連

携
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
を
付
け
加
え
ま

し
た
。
ま
た
、
企
業
に
よ
っ
て
利
用
ニ

ー
ズ
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ

の
み
で
も
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
両
方
で

も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
」

　

た
だ
、Ｅ
Ｄ
Ｉ
で
は
企
業
ご
と
に
商

品
コ
ー
ド
が
違
う
な
ど
の
課
題
が
あ

る
。
そ
の
点
は
「
20
年
く
ら
い
前
か
ら

コ
ー
ド
変
換
を
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ

て
い
る
の
で
そ
れ
を
用
い
て
い
ま
す
」

（
山
田
氏
）
と
の
こ
と
。
変
換
シ
ス
テ

ム
に
登
録
の
な
い
デ
ー
タ
が
来
た
と
き

だ
け
新
規
登
録
す
れ
ば
よ
く
、
手
間
が

か
か
ら
な
い
。
こ
れ
は
利
用
者
に
好
評

だ
と
い
う
。
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、

シ
ス
テ
ム
利
用
範
囲
に
も
よ
る
が
、
月

額
２
０
０
０
円
前
後
の
ケ
ー
ス
が
多
い

そ
う
だ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続

は
別
途
必
要
）。

　

今
回
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
ん
だ

２
社
の
う
ち
、
大
阪
ハ
ン
マ
ー
キ
ャ
ス

タ
ー
は
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
み
を
利
用
。
加
藤
螺

子
製
作
所
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
き
っ

か
け
に
、Ｉ
Ｔ
C
高
間
氏
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
、Ｉ
Ｔ
化
に
一
気
に

取
り
組
ん
だ
。

　
「
取
引
先
の
コ
ー
ド
化
か
ら
始
め
て

基
幹
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
行
い
、
Ｓ
ａ

ａ
Ｓ
型
の
会
計
シ
ス
テ
ム
も
取
り
入
れ

ま
し
た
。
一
貫
し
た
情
報
活
用
に
よ
り

月
間
50
時
間
以
上
も
の
合
理
化
を
実
現

で
き
て
い
ま
す
。
取
引
先
別
の
分
析
や

在
庫
管
理
の
精
度
向
上
な
ど
に
も
意
欲

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
」

　

高
間
氏
は
こ
う
評
価
す
る
。
業
界
全

体
の
生
産
性
が
高
ま
れ
ば
ユ
ー
ザ
ー
に

メ
リ
ッ
ト
が
還
元
さ
れ
、
ま
さ
に
「
三

方
善
」。
現
在
は
70
社
が
Ｅ
Ｄ
Ｉ
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
い
る
そ
う
だ
が
、
鈴

木
社
長
は
、「
ネ
ジ
業
界
に
関
わ
ら
ず

多
く
の
企
業
に
活
用
し
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　ITコーディネータによるITコンサルタントファーム「名
古屋コンサル21」を2007年に法人化。質の高いコン
サルティングと付加価値の高いサービス提供を目指し
て活動中。
　八幡ねじへは、IT経営力大賞の応募書類支援の際
に訪問し、各種データがシームレスに連携していること
を高く評価。優れたシステムを横展開することを提案し
たところ、鈴木社長の社会貢献への考え方と一致。プ
ロジェクトへ取り組む契機となった。推進にあたっては、
コンソーシアムの1社である加藤螺子のIT化支援を行
い、物流改革システムの活用と同時にIT経営の推進
を実現した。
　山田氏は、「コンソーシアムの2社が運用に進むまで
丁寧に支援していただきました、また、自社のシステムを
クラウド化するのは初めての経験でしたので協力を得
ながら進めました」と振り返る。
　今後は、ITコーディネータのネットワークも上手に
使って物流改革システムを普及する役割も期待されて
いる。

ITコーディネータ
高間正俊氏
株式会社名古屋コンサル21
代表取締役
http://www.nc21.jp/

愛知県北名古屋市山之腰天神東18
創　　業：1946年（設立1953年）
従業員数：245名（グループ計984名）
事業内容：ネジ製品および機械加工部品
の製造販売。タイと上海に製造・販売の
現地法人を持つ。

URL：http://www.yht.co.jp/

株式会社八幡ねじ
会社概要

サポーター紹介

ホームセンターなどで見かけるネジ商品

八幡ねじは、「中小企業 IT 経営力大賞 2008」において経済産業大臣賞を受賞しました。

ネ
ジ
業
界
の
電
子
受
発
注
推
進
へ

自
社
シ
ス
テ
ム
を
ク
ラ
ウ
ド
化
し
、Ｅ
Ｄ
Ｉ
を
！

愛
知
県
北
名
古
屋
市
・
ネ
ジ
製
造
販
売
業　

八
幡
ね
じ
の
場
合

取引先と連携した
システム活用

流通業

本記事は「COMPASS」2010年春号に掲載されたものです。
掲載内容は2010 年 4月現在の情報に基づいています。
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京都府京都市上京区
堀川通中立売上る206-303
設　　立：1978 年
従業員数：2名
事業内容：西陣織製造販売・和装
　　　　　製品全般の加工と販売
URL：http://kimono-kyoto.biz/

株式会社織彦
会社概要

代表取締役　樋口恒樹氏（写真中央）
「トレーサビリティ導入プロジェクト」のメンバーである2 社の経営者

野﨑織匠　代表取締役　野﨑敬史氏（左）
京都キモノ・サービス　専務取締役　柴田勝氏（右）

商品についている商品番号。
今後はICタグへの対応も
検討中（左下）

　中小企業団体中央会は、組合等の団体・組織を支援する機関。最近では、
企業への支援まで踏み込んでいるケースがあり、京都でも「場合によっては
組合の役員をされている企業等へも巡回をさせていただきます。私どもが対象
とする700団体の先には8万社の企業がありますので、いかに情報を届け
るかに課題意識を持っています」と事務局次長の山口靖弘氏は説明する。
　織彦が8社と進めたトレーサビリティプロジェクトでは、同中央会が実施す
る「平成19年度京都ブランド・新分野開拓事業」を利用した。京都らし
いもの・京都の技術を活用した新商品・サービスの開発を進める組織・プ
ロジェクトが対象となり、費用の10分の6が補助される。
　「すでに食の安心安全でトレーサビリティが注目されていましたが、高額な
商品が消費者に渡るときにそのルーツを知らせるのも、非常に有効だと思い
ます」（山口氏）と、この取り組みを評価する。また、企画調整課主任の
木村好孝氏は、「繊維・染色は比較的縦割りになりやすい業種です。その
常識を破って川上から川下まで連携し常識を破ったところが新しい」と話す。
　中央会では、IT活用支援以外にも多様な支援を行っている。最近では
京野菜販売協同組合が開発した京野菜スープなど、京都ならではのプロジェ
クトもあるそうだ。

　ITベンダーに勤務し、京都を基盤に情報化
支援を行っていた。2009 年 4月から宮城大
学で教鞭をとり、「経営情報システム」を研究
している（博士号を取得している）。
　織彦の支援においては、これまで使っていた
データベースシステムを8社で使う情報公開用
のシステムにする必要があった。その方策をメン
バーの意見を聞きながら整理していった。
　プロジェクトの後半では、システム完成後を
見据えてマニュアルの準備や説明会の準備な
ど、定着させるために必要なアクションを洗い出
し、道筋を示した。
　樋口社長は「我々にとってITははるか遠くの
世界ですから、進む方向を教示してくれるのはあ
りがたい。システムのイメージ図などは書くことが
できませんので、先生と役割分担ができてプロ
ジェクトが前に進んだという印象です」と指摘する。
　システム利用者と専門家との良いチームワー
クができたようだ。

ITコーディネータ
藤原正樹氏
公立大学法人　宮城大学
事業構想学部　教授
http://www.myu.ac.jp/

サポーター紹介

プロジェクトをサポートした支援機関
京都府中小企業団体中央会

事務局次長　山口靖弘氏 企画調整課主任　木村好孝氏

購入した着物類のトレーサビリティがわかるWebサイト
「はんなり京都きもの博士」
http://kimono-kyoto.biz/

　

呉
服
の
業
界
と
い
え
ば
、
市
場
が
縮

小
し
て
い
る
厳
し
い
業
界
と
考
え
が
ち

だ
。
し
か
し
、「
戦
後
の
特
需
か
ら
の

調
整
が
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、

モ
ラ
ル
を
逸
脱
し
た
販
売
が
横
行
し
た

こ
と
に
よ
る
消
費
者
か
ら
の
不
信
感
が

大
き
い
」
と
京
都
府
京
都
市
・
織
彦
の

樋
口
恒
樹
社
長
は
話
す
。

　

同
社
は
西
陣
織
の
メ
ー
カ
ー
で
あ

り
、
取
引
先
と
の
連
携
で
毎
月
50
点
ほ

ど
の
商
品
を
企
画
・
販
売
し
て
い
る
。

呉
服
販
売
で
は
売
手
の
力
が
強
く
、
強

引
な
販
売
が
あ
っ
て
も
生
産
地
を
偽
る

よ
う
な
売
り
方
を
し
て
も
、
メ
ー
カ
ー

側
が
そ
れ
を
抑
え
る
の
は
難
し
か
っ
た
。

消
費
者
が
納
得
す
る
販
売
へ

す
べ
て
を
明
ら
か
に
！

　

各
工
程
の
職
人
が
丹
精
こ
め
て
作
っ

た
西
陣
織
。
価
格
が
50
万
円
な
ら
ば
、

そ
れ
に
は
相
応
の
理
由
が
あ
る
。
実
際

の
製
造
に
携
わ
る
匠
の
技
を
知
り
納
得

し
て
選
ん
で
ほ
し
い
―
樋
口
社
長
は

消
費
者
へ
の
正
し
い
情
報
発
信
が
業
界

の
健
全
化
、
そ
し
て
市
場
拡
大
に
つ
な

が
る
と
考
え
た
。

　

そ
こ
で
、
西
陣
織
や
京
友
禅
の
各
工

程
を
担
う
８
社
に
声
を
か
け
、
製
造
履

歴
情
報
を
蓄
積
し
て
W
e
b

サ
イ
ト
か
ら
消
費
者
に
公
開

す
る
「
伝
統
産
業
に
お
け
る

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
進
め
た
。
京
都
府
中
小
企
業

団
体
中
央
会
の
「
京
都
ブ
ラ
ン
ド
・
新

分
野
開
拓
事
業
」
に
採
択
さ
れ
補
助
金

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
た
。

基
本
デ
ー
タ
は
自
社
管
理

公
開
し
た
い
も
の
を
ア
ッ
プ

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
は
専
門
家

の
協
力
も
得
ら
れ
た
。
そ
の
一
人
、
Ｉ

Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
藤
原
正
樹
氏

は
、
メ
ン
バ
ー
の
会
合
に
同
席
し
仕
様

決
定
か
ら
導
入
後
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
準
備

ま
で
、
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　
「
情
報
を
ど
こ
に
保
管
す
る
の
か
、

共
有
サ
ー
バ
ー
を
誰
が
管
理
す
る
の

か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
を
ど
う
す
る

か
な
ど
は
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
各
社

に
は
秘
伝
の
情
報
も
あ
る
の
で
、
デ
ー

タ
は
自
社
管
理
し
、
公
開
し
た
い
も
の

だ
け
を
Ｗｅ
ｂ
サ
ー
バ
ー
に
ア
ッ
プ
す

る
方
法
に
落
ち
着
き
ま
し
た
」
と
藤
原

氏
は
説
明
す
る
。

　

８
社
は
企
業
間
の
壁
を
取
り
除
く
た

め
、
最
初
に
コ
ー
ド
の
統
一
を
手
掛
け

た
と
い
う
。

　

本
シ
ス
テ
ム
完
成
後
、
出
荷
さ
れ
る
商

品
に
は
商
品
番
号（
タ
グ
）が
つ
け
ら
れ
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
運
営
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
は
ん
な
り
京
都
き
も
の
博
士
」

（http://kim
ono-kyoto.biz/

）か
ら
、

製
造
工
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
携

帯
電
話
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
も
対
応
し
て

い
る
。

　

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
構
築

後
は
、
顧
客
か
ら
の
信
頼
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
、
新
た
な
販
売
チ
ャ
ネ
ル
が

見
つ
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
過
去
の

デ
ー
タ
を
参
照
で
き
る
こ
と
で
見
積
の

作
成
も
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
。

　

販
売
し
た
着
物
や
帯
が
親
か
ら
子
へ

渡
っ
て
も
、
商
品
番
号
に
よ
っ
て
い
つ

で
も
商
品
の
製
造
履
歴
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
現
在
も
、
リ
メ
イ
ク
の
仕
事

を
手
が
け
て
い
る
が
、
今
後
は
自
社
商

品
に
つ
い
て
は
企
業
側
も
履
歴
を
参
照

し
な
が
ら
８
社
と
の
連
携
で
ア
フ
タ
ー

ケ
ア
や
リ
フ
ォ
ー
ム
が
行
え
る
。

　
「
こ
の
番
号
は
着
物
や
帯
が
使
わ
れ

て
い
る
間
は
ず
っ
と
サ
ー
バ
ー
に
残
し

ま
す
」
と
樋
口
社
長
は
話
す
。
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
を
通
じ
て
、
消
費
者
と
長

期
に
わ
た
る
関
係
を
持
続
し
て
い
く
。

　

本
シ
ス
テ
ム
は
、
呉
服
業
界
に
限
定

せ
ず
、
今
後
、
手
仕
事
中
心
の
業
種
に

広
く
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
く
と
い
う
。

伝
統
産
業
こ
そ
I
T

時
を
越
え
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
残
す

　

先
頭
に
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

引
っ
張
る
樋
口
社
長
は
、
実
は
か
な
り

前
か
ら
Ｉ
Ｔ
の
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い

た
。
き
っ
か
け
は
事
業
承
継
だ
っ
た
と

い
う
。

　

自
宅
と
職
場
が
離
れ
た
現
在
、
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
自
然
に
子
に
伝
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
コ
ツ
コ
ツ
と

製
造
か
ら
販
売
ま
で
の
様
々
な
情
報
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
残
し
て
い
た
の
だ
。

そ
れ
が
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ

ム
へ
と
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
伝
統
産
業
が
将
来
を
見
通
し
た
と

き
、
一
番
必
要
な
の
は
Ｉ
Ｔ
化
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
後
を
継
ぐ
人
が
そ
れ

を
見
て
す
ぐ
動
け
る
な
ら
、
伝
統
は
残

せ
ま
す
」

　

樋
口
社
長
が
尽
力
す
る
西
陣
織
の
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
は
、生
産
者
と
消
費
者
、

生
産
者
と
後
継
者
を
つ
な
い
で
い
る
。

織彦は、「中小企業 IT 経営力大賞 2010」においてIT 経営実践企業に認定されました。

製
造
工
程
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
で
信
頼
を
得
る

伝
統
産
業
の
事
業
承
継
に
も
貢
献

京
都
府
京
都
市
・
西
陣
織
製
造
販
売　

織
彦
の
場
合

製造工程を
明らかに

製造販売業

本記事は「COMPASS」2010年秋号の特集「本物主義。」より抜粋したものです。
掲載内容は2010 年 10月現在の情報に基づいています。
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響倶楽部の会報
社員である匠の紹介も

　

加
賀
百
万
石
前
田
家
の
城
下
町
で
あ

る
石
川
県
金
沢
市
は
、
歴
史
と
文
化
を

感
じ
る
町
だ
。
そ
の
金
沢
で
（
現
在
は

富
山
も
）
４
０
０
０
棟
近
い
住
宅
を
建

設
し
、
美
し
い
街
づ
く
り
に
尽
力
し
て

い
る
の
が
玉
家
建
設
で
あ
る
。

シ
ン
プ
ル
＆
リ
ッ
チ
で

一
貫
し
た
家
作
り

　

同
社
の
家
は「
シ
ン
プ
ル
＆
リ
ッ
チ
」

が
コ
ン
セ
プ
ト
。
顧
客
の
生
活
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
家
は
一

つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
な
い
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
日
本
人
ら
し
い
豊
か
さ

や
気
品
」
と
い
え
る
共
通
の
雰
囲
気
を

醸
し
だ
し
て
い
る
。
神
亮
一
社
長
が
こ

う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
打
ち
出
し
た
の

は
創
業
５
年
を
過
ぎ
た
こ
ろ
だ
っ
た
。

　
「
ア
メ
リ
カ
の
住
宅
視
察
に
行
っ
て

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
緑
豊
か
で
街
並

み
が
き
れ
い
で
、
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
に
出

て
く
る
よ
う
な
家
が
あ
る
わ
け
で
す
。

日
本
の
家
と
は
雲
泥
の
差
が
あ
る
な
と
」

　

神
社
長
は
一
念
発
起
。
家
づ
く
り
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
を
真
剣
に
考
え
始
め

た
。
そ
れ
を
積
み
上
げ
た
結
果
、
到
達

し
た
の
が「
シ
ン
プ
ル
＆
リ
ッ
チ
」だ
っ

た
の
で
あ
る
。「
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ

ン
は
使
い
易
く
住
み
易
い
。
リ
ッ
チ
は

贅
沢
す
る
こ
と
で
は
な
く
心
の
豊
か
さ

で
す
。
こ
れ
を
極
め
て
い
く
と
居
心
地

が
良
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

同
社
は
年
間
１
０
０
棟
に
絞
っ
て
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
モ
ノ
づ
く
り
、
組

織
体
、
顧
客
と
の
関
係
を
勘
案
し
て
定

め
た
そ
う
だ
。
１
０
０
棟
は
決
し
て
多

い
数
で
は
な
い
が
、
同
じ
地
域

内
で
家
が
建
ち
続
け
て
い
け

ば
、
街
並
み
は
自
然
に
整
っ
て

い
く
。

建
て
た
後
に
始
ま
る

顧
客
と
の
深
い
関
係

　

玉
家
建
設
の
も
う
一
つ
の
特

徴
は
、
家
を
建
て
た
顧
客
と
そ

の
後
も
長
期
的
に
関
係
を
持
続
す
る
こ

と
だ
。

　
「
響
倶
楽
部
」
と
い
う
会
員
制
度
を
作

り
、
ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
さ
ら

に
家
族
向
け
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

会
報
誌
の
発
行
な
ど
を
無
料
で
行
っ
て

い
る
。
売
上
を
伴
わ
な
い
こ
の
部
門
に

７
人
も
の
従
業
員
を
配
属
し
て
い
る
。

　
「
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の
よ
う
に
ず
っ
と

家
を
見
さ
せ
て
欲
し
い
、
お
抱
え
大
工

で
あ
り
た
い
と
の
精
神
か
ら
で
す
」

　

神
社
長
は
意
図
を
説
明
す
る
。

　

ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
良
さ
は

評
判
と
な
り
、
紹
介
に
よ
る
受
注
が
増

え
始
め
た
。
親
、
子
と
２
代
で
依
頼
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。

　

明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
、
デ
ザ
イ
ン
力

（
品
質
）、
建
て
た
後
の
顧
客
と
の
関
係

づ
く
り
―
こ
れ
ら
が
玉
家
建
設
の
魅

力
を
作
り
出
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
話
は
「
ア
フ
タ
ー

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
す
れ
ば
売
上
が
上
が

る
」
と
い
う
損
得
勘
定
に
着
地
し
や
す

い
。
神
社
長
の
想
い
は
あ
く
ま
で
も
街

並
み
づ
く
り
や
顧
客
の
よ
り
よ
い
住
環

境
づ
く
り
に
あ
る
。

重
複
作
業
を
排
除

顧
客
カ
ル
テ
も
作
り
た
い

　

そ
し
て
、
２
０
０
７
年
か
ら
は
本
格

的
な
Ｉ
Ｔ
活
用
に
着
手
し
た
。
業
務
内

の
重
複
作
業
を
一
掃
す
る
こ
と
や
、
神

社
長
が
病
院
の
カ
ル
テ
か
ら
、
顧
客
情

報
を
集
約
す
る
仕
組
み
を
発
想
し
た
こ

と
な
ど
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
責
任
者
と
な
っ
た

取
締
役
の
木
村
豊
氏
は
、
社
内
の
担
当

者
や
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）

中
田
和
裕
氏
ら
と
と
も
に
、
同
業
者
の

シ
ス
テ
ム
を
見
学
。「
机
の
上
に
何
も

な
い
ペ
ー
パ
レ
ス
の
オ
フ
ィ
ス
に
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
早
速
中
田
さ
ん
に
お

手
伝
い
い
た
だ
い
て
、
皆
で
業
務
シ
ス

テ
ム
の
設
計
図
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま

し
た
」
と
木
村
氏
は
振
り
返
る
。
現
状

の
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
整
理
し
て
、
顧
客

の
た
め
に
な
る
仕
事
の
流
れ
を
検
討
し

た
と
い
う
。

　

シ
ス
テ
ム
の
概
要
に
つ
い
て
Ｉ
Ｔ
Ｃ

中
田
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
神
社
長
か
ら
『
お
客
様
の
た
め
に
な

り
従
業
員
も
共
に
喜
べ
る
シ
ス
テ
ム
』

と
の
テ
ー
マ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
大
切
に
し
て
い
く
部
分
と
合
理
化

す
る
部
分
を
精
査
し
た
う
え
で
、
営
業
、

設
計
、
見
積
、
発
注
、
施
工
、
そ
し
て

響
倶
楽
部
へ
と
デ
ー
タ
が
一
気
通
貫
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
顧
客
カ
ル
テ
と
し
て

お
客
様
ご
と
に
様
々
な
情
報
を
活
用
で

き
る
こ
と
を
主
眼
に
進
め
ま
し
た
」

　

シ
ス
テ
ム
が
定
着
す
る
ま
で
は
多
少

時
間
も
か
か
っ
た
が
、
二
重
入
力
が
な

く
な
っ
た
り
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
上
に
登

録
さ
れ
る
作
業
の
ア
ラ
ー
ト
が
グ
ル
ー

プ
ウ
ェ
ア
か
ら
連
絡
さ
れ
た
り
と
、
情

報
共
有
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
工
期
が
早
ま
る
効
果
が

出
た
ほ
か
、「
響
倶
楽
部
の
担
当
者
か

ら
は
お
客
様
と
接
す
る
際
に
必
要
な
情

報
が
入
手
で
き
る
」
と
評
価
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
と
い
う
。
同
社
は
あ
ら
か

じ
め
棟
数
を
定
め
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め

売
上
は
横
ば
い
だ
が
、
経
常
利
益
率
は

着
実
に
上
昇
し
て
い
る
。

　

実
は
神
社
長
は
「
パ
ソ
コ
ン
は
見
る

の
も
嫌
」
な
タ
イ
プ
と
の
こ
と
。
そ
れ

で
も
自
社
に
Ｉ
Ｔ
が
必
要
だ
と
判
断

し
、
大
き
な
投
資
を
実
行
し
た
。

　
「
中
小
企
業
で
も
、
質
の
面
で
大
企

業
と
勝
負
で
き
る
体
制
を
つ
く
り
た

い
。
一
流
に
な
る
に
は
自
分
が
嫌
い
で

も
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
の
で
す
」

　

今
後
、
住
宅
建
設
の
総
数
は
減
っ
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、

今
、
玉
家
建
設
で
家
を
建
て
た
人
が
同

社
の
姿
勢
に
満
足
し
、
リ
フ
ォ
ー
ム
や

家
族
の
独
立
で
次
の
顧
客
に
な
れ
ば
、

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
も
好
循
環
が
生
ま
れ

る
だ
ろ
う
。
神
社
長
は
次
の
よ
う
に
締

め
く
く
っ
た
。

　
「
お
客
様
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
い

う
想
い
が
あ
れ
ば
、
そ
の
心
根
で
お
客

様
と
つ
な
が
っ
て
い
か
れ
る
は
ず
で
す
」

石川県金沢市入江 3-29
設　　立：昭和 42 年
従業員数：100 人
事業内容：建設業・総合工事業　石川県と富山
県においてオリジナル木造注文住宅の設計施
工を行う。社員として大工職の採用もしている。
URL：http://www.tamayakk.com/

株式会社玉家建設
会社概要

　石川県に拠点をおくITコーディネータ。本事例で
は玉家建設が IT 導入の先進企業を見学する段階
から参加することができ、木村氏らのプロジェクトをサ
ポートする磐石な体制が取れた。実際の構築におい
ては、神社長の意図を汲みながら、現状の課題を
解決するシステムを検討。ITベンダー選びの段階で
は、評価シートをつくり同社の適正な選定を支援した。
　「神社長からのテーマが明確だったため、プロジェ
クトの途中で立ち返るよりどころとなりました。単なる
効率化に走ることもなく、それほど横道にそれなかっ
たと思います」と当時を振り返る。
　プロジェクトリーダーの木村氏は、「私はITの専
門ではないので、中田さんがいなければここまでいか
なかったと実感しています。システムを作り上げるとき
の道筋を示してもらったのが一番ありがたかった」と
感想を述べている。
　神社長からの信頼は厚く、この支援が一段落した
後、玉家建設の関連会社のサポートも行った。

ITコーディネータ
中田和裕氏
中田IT経営研究所
http://blogs.yahoo.co.jp/ringokeiei/

取締役　管理本部長
木村　豊氏

サポーター紹介 代表取締役社長　神　亮一氏

玉家建設は、「中小企業 IT 経営力大賞 2010」において審査委員会奨励賞を受賞しました。

「
お
抱
え
大
工
」と
し
て
顧
客
と
生
涯
の
お
付
き
合
い

建
築
デ
ザ
イ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
に
一
流
を

石
川
県
金
沢
市
・
建
設
業　

玉
家
建
設
の
場
合

技術とサービスの
品質向上

建設業①

本記事は「COMPASS」2010 年秋号の特集「本物主義。」より抜粋したものです。
掲載内容は2010 年 10月現在の情報に基づいています。
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代表取締役　小坂仁志氏

文書管理システムの様子

ホームページでも積極的に情報発信。基地局の建設を機に始めた携帯電
話ショップは、表彰を受けるほどの好実績を上げている。

同社は従業員の約半数が女性である

青森県三沢市南町4-31-3469
設　　立：1958年
従業員数：39名
事業内容：総合建設業、不動産仲介・販

売・賃貸業、携帯電話販売業
http://www.kosakagc.co.jp/

株式会社小坂工務店
会社概要

　青森県内企業のIT経営推進に向け、関係機関に
積極的に働きかけて地域連携の基盤作りを行っている
ITコーディネータ。今回は、ソフトアカデミーあおもり、

日本政策金融公庫青森支店、21あおもり産業総合支援センターそれぞれとの
連携により、小坂社長の信頼を得て、段階を踏んだサポートを実現した。
　小坂工務店のIT活用は社長主導で進んでいたが、今回はボトムアップを目
指し、あえて社長が同席せず、従業員が自ら意見を出して進めるようにした。
小坂社長は上がってきた案をチェックする役割に専念。「我々はITの素人ですか
ら、やりたいことがあっても『こうした方が良い』という解決策が出てこないことも
ありました。意見をうまく引き出してもらい、システム導入の先生役にもなっても
らいました」と感想を話す。工事進行基準システムを通じて、従業員の力をさら
に伸ばせたことも支援の大きな成果だ。

ITコーディネータ
澤田徳寿氏
ITCあおもり
http://www.7-dj.com/itc-aomori/

サポーター紹介

　小坂工務店が経営者研修会に参
加するきっかけを作ったのが日本政策
金融公庫青森支店である。同支店は

５０歳までの経営者（次世代含む）による「青話会」を形成し、定期的に勉強会
を開催している。ＩＴコーディネータ澤田氏からＩＴ経営応援隊の主旨を聞き、「単
なる電算化ではなく、経営全体を捉えてその中でＩＴを活用するという内容が政
策金融機関としての支援方針に合っており、千載一遇のチャンスだと思いまし
た。また、澤田さんの熱意に心が動いた面もあります」と中小企業事業統轄の
上條信弥氏は振り返る。
　次の世代の経営者を育成することは優良な取引先の拡大につながる。ＩＴ化
によって経営数値が明確になったり従業員間の情報共有が進むことが期待で
きるという。融資課長の池添誠氏は、「デフレ傾向で売上が伸びないなか、地
域全体の底上げが必要になっています。自社の経営状況を把握できない企業
は置いていかれる事態になりかねません。ＩＴ経営応援隊の研修会のような内容
は今後も案内していきたい」と、より一層の地域支援へ決意を語った。

株式会社　日本政策金融公庫
青森支店　中小企業事業
中小企業事業統轄　上條信弥氏（写真左）
融資課長　池添誠氏（右）

金融機関紹介

　経営者研修会の後、ＩＴ経営成熟度診断、
さらに専門家派遣事業という二つの事業で小坂工務店の工事進行基準シス
テムの構築をサポートしたのが、財団法人２１あおもり産業総合支援センター
である。同センターは平成２１年度地域力連携拠点事業の実施機関にもなっ
ており、応援コーディネーターの山本進氏が企業の個別相談を入口に、適切
な支援メニューを案内している。
　小坂社長は、「新しい取り組みには何かと障害があるものです。それをくじけ
ずに引っ張ってくれるのは公的機関の支援ならではだと思います。非常にあり
がたい制度です」と話している。

財団法人
　21あおもり産業総合支援センター
産業振興部　主事　太田朗史氏（写真左）
地域力連携拠点事業　応援コーディネーター
山本進氏（右）
http://www.21aomori.or.jp/

支援機関紹介

　
「
感
謝
の
心
」は
青
森
県
三
沢
市
・

小
坂
工
務
店
の
基
本
理
念
だ
。

　
「
１
０
０
年
続
く
会
社
に
は
必
ず
感

謝
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

お
客
様
を
大
切
に
し
、
従
業
員
間
も『
あ

り
が
と
う
』と
言
え
る
関
係
。
こ
れ
を

ベ
ー
ス
に
事
業
を
継
続
し
、
三
代
目
経

営
者
を
生
む
こ
と
が
私
の
仕
事
で
す
」

　

小
坂
仁
志
社
長
は
会
社
を
１
０
０
年

以
上
継
続
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
持
っ

て
い
る
。
同
社
の
創
業
者
は
宮
大
工
か

ら
事
業
を
興
し
た
小
坂
良
治
・

現
会
長
。
２
０
０
８
年
に
創
業
５０

年
を
迎
え
、
経
営
を
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
た
。

　

業
務
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
総
合

建
設
業
を
中
核
と
し
つ
つ
、
賃
貸
物
件

仲
介「
ア
パ
マ
ン
シ
ョ
ッ
プ
」や
携
帯
電

話
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
な
ど
、
関
連
領
域

の
事
業
を
地
元
密
着
で
広
げ
て
い
る
。

建
築
後
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
や
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
が
評
価
さ
れ
て
リ
ピ
ー
ト
発
注

が
あ
っ
た
り
、
携
帯
電
話
シ
ョ
ッ
プ
で

磨
か
れ
た
接
客
力
が
社
内
建
設
部
門
に

も
波
及
す
る
な
ど
、
相
乗
効
果
を
も
た

ら
し
て
い
る
と
い
う
。

業
務
別
に
文
書
を
整
理

デ
ー
タ
化
で
素
早
い
参
照

　

顧
客
に
喜
ば
れ
る
会
社
と
し
て
事
業

を
続
け
る
た
め
に
、
小
坂
社
長
が
約
８

年
前
に
着
目
し
た
の
が
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
だ
っ
た
。
な
ぜ
事
業
継
続
と
文
書

管
理
が
結
び
つ
く
の
か
？　

小
坂
社
長

は
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
経
営
を
引
き
継
ぐ
前
に
業
務
内
容
を

把
握
し
よ
う
と
文
書
チ
ェ
ッ
ク
を
始
め

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
際
、

ス
キ
ャ
ナ
ー
で
デ
ー
タ
化
し
分
類

整
理
す
る
の
が
一
番
効
率
的
で
し

た
。
中
小
企
業
は
誰
か
一
人
が
い

な
く
な
る
と
業
務
が
止
ま
る
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
デ
ー
タ
化
さ
れ

た
業
務
書
類
は
す
ぐ
取
り
出
せ
る

の
で
若
手
の
教
材
と
し
て
も
利
用
で

き
、
業
務
の
継
続
に
役
立
ち
ま
す
」

　

も
ち
ろ
ん
情
報
の
活
用
に
よ
っ

て
顧
客
へ
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
対
応
も
実

現
で
き
る
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア

で
お
知
ら
せ
事
項
や
文
書
の
共
有
も

行
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
店
舗
と
本
社
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぎ
本
社
で
情
報

を
一
元
管
理
。
文
書
シ
ス
テ
ム
も
グ

ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
も
市
販
の
ソ
フ
ト
を
利

用
し
、
サ
ー
バ
ー
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

小
坂
社
長
が
自
ら
導
入
を
進
め
て
き
た
。

従
業
員
が
自
ら
意
見
を
出
し

新
シ
ス
テ
ム
の
構
築
へ

　

業
界
内
で
も
先
進
的
な
Ｉ
Ｔ
活
用
を

し
て
い
る
小
坂
工
務
店
だ
が
、
２
０
０

８
年
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
青
森
支
店

中
小
企
業
事
業
の
勧
め
で
ソ
フ
ト
ア
カ

デ
ミ
ー
あ
お
も
り
が
開
催
し
た
Ｉ
Ｔ
経

営
応
援
隊
の
経
営
者
研
修
会
に
足
を
運

ん
だ
。
そ
の
後
、
財
団
法
人
２１
あ
お
も

り
産
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の
Ｉ

Ｔ
経
営
成
熟
度
診
断（
地
域
力
連
携
拠

点
事
業
）、
東
北
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援
隊
の

訪
問
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
、
同
財

団
の
専
門
家
派
遣
事
業
な
ど
を
用
い
て

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
・
澤
田
徳
寿

氏
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
。「
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
て
き
た
た
め

あ
る
種
の
マ
ン
ネ
リ
感
も
あ
り
、
客
観

的
な
診
断
が
受
け
ら
れ
る
の
は
良
い
」

と
考
え
た
か
ら
だ
そ
う
だ
。

　

新
た
に
工
事
進
行
基
準
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
考
え
て
い
た
の
で
、
タ
イ
ミ
ン

グ
も
ピ
ッ
タ
リ
だ
っ
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
狙
い
は
、
長
期
に

わ
た
る
工
事
の
進
行
状
況
と
予
算
を
現

状
把
握
す
る
こ
と
。「
３
年
か
か
る
工

事
の
収
支
が
３
年
後
に
わ
か
る
の
で
は

な
く
、
毎
月
棚
卸
し
を
し
て
月
次
決
算

を
し
た
い
」と
い
う
小
坂
社
長
は
、
今

後
建
設
業
界
で
は
こ
の
考
え
方
が
主
流

に
な
る
と
見
て
い
る
。
い
ち
早
い
導
入

で
金
融
機
関
か
ら
の
信
用
が
さ
ら
に
上

が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　

新
シ
ス
テ
ム
構
築
に
あ
た
っ
て
は
従

業
員
が
チ
ー
ム
を
形
成
。
澤
田
氏
の
進

行
の
も
と
、
意
図
を
よ
く
理
解
し
た
う

え
で
入
力
の
し
や
す
さ
や
写
真
の
扱
い

な
ど
積
極
的
に
意
見
を
出
し
た
と
い

う
。
２
０
０
９
年
６
月
に
第
一
次
仮
導

入
、
１２
月
に
は
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
た
。

　

今
後
、
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
れ
ば
工

事
実
績
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
な
る
。

「
過
去
の
工
事
内
容
が
す
ぐ
調
べ
ら
れ
、

最
終
的
に
は
会
社
存
続
へ
の
基
盤
シ
ス

テ
ム
に
な
る
で
し
ょ
う
」と
小
坂
社
長
。

こ
の「
宝
の
山
」を
ど
う
生
か
す
か
が
次

の
テ
ー
マ
と
な
る
。

小坂工務店は、「中小企業 IT 経営力大賞 2010」においてIT 経営実践企業に認定されました。

Ｉ
Ｔ
の
活
用
は
事
業
継
続
に
つ
な
が
る
！

工
事
進
行
基
準
シ
ス
テ
ム
で
月
次
決
算
体
制
へ

青
森
県
三
沢
市
・
総
合
建
設
業　

小
坂
工
務
店
の
場
合

事業の多角化と
信頼獲得

建設業②

本記事は「COMPASS」2010 年冬号の特集「選べる幸運、分かれる命運」より抜粋したものです。
掲載内容は2010 年 1月現在の情報に基づいています。
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図2　工事現場の状況を正確に素早く把握

図１　CADシステム活用で受注増へ

現場A
現場C

現場B

本社

・工場進捗の把握
・翌日の人員配置

管理者

紙の図面

CADデータ CADシステム

受注増
見積書
提出回数の
増加

見積書
作成時間の
短縮

×

　

あ
ら
ゆ
る
建
築
物
の
躯
体
づ
く
り
に

欠
か
せ
な
い
工
事
の
１
つ
に
鉄
筋
工
事

が
あ
る
。
大
量
の
鉄
筋
を
使
っ
て
基
礎

構
造
を
組
み
上
げ
て
い
く
そ
の
作
業

は
、
現
場
職
人
の
高
度
な
技
術
に
支
え

ら
れ
て
い
る
。

　

福
島
県
北
部
の
国
見
町
に
あ
る
古
山

鉄
筋
工
業
所
は
、
鉄
筋
工
事
一
筋
55
年

の
古
山
哲
雄
社
長
を
は
じ
め
と
し
た
ベ

テ
ラ
ン
職
人
の
技
術
で
、
同
業
者
が
で

き
な
い
特
殊
工
事
に
も
対
応
で
き
る
こ

と
を
強
み
に
成
長
を
遂
げ
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
公
共
工
事
の
減
少

や
原
材
料
の
高
騰
な
ど
建
設
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
急
激
に
悪
化
し
て
き
た
。

　

そ
こ
で
２
０
０
５
年
か
ら
Ｉ
Ｔ
活
用

に
よ
る
種
々
の
課
題
解
決
に
着
手
。
パ

ソ
コ
ン
に
詳
し
い
古
山
吉
浩
専
務
が
シ

ス
テ
ム
化
を
積
極
的
に
推
し
進
め
た
。

図
面
の
電
子
化
と
と
も
に

見
積
作
成
を
大
幅
効
率
化

　

ま
ず
第
一
は
、Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
お

よ
び
自
動
積
算
シ
ス
テ
ム
の
導
入
だ
。

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
は
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
元
請
会
社

か
ら
紙
で
受
け
取
っ
て
い
た
図
面
を
電

子
化
し
社
内
で
共
有
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
現
場
で
使
い
や
す
い
よ
う
に
部
分

拡
大
や
注
意
事
項
の
書
き
込
み
な
ど

デ
ー
タ
の
加
工
も
行
え
る
よ
う
に
し

た
。「
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
作
成
さ
れ
た
図
面
は

よ
く
カ
ラ
ー
が
使
わ
れ
て
お
り
、
紙
で

も
ら
う
と
モ
ノ
ク
ロ
で
見
に
く
く
な
る

ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
今
は
Ｃ

Ａ
Ｄ
デ
ー
タ
そ
の
も
の
を
カ
ラ
ー
プ
リ

ン
タ
ー
で
出
力
で
き
る
の
で
、
図
面
の

確
認
ミ
ス
な
ど
も
格
段
に
減
っ
て
い
ま

す
」
と
古
山
専
務
は
言
う
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
と

連
携
し
た
自
動
積
算
シ
ス
テ
ム
が
大
き

な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

元
請
会
社
か
ら
の
案
件
発
注
は
、
ま

ず
見
積
依
頼
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ

の
際
に
は
１
案
件
で
３
０
０
枚
も
の
図

面
が
届
く
。
そ
の
仕
様
に
沿
っ
て
設
計

を
行
い
、
鉄
筋
使
用
量
に
応
じ
た
コ
ス

ト
を
算
出
す
る
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
作
業
を
手
動
で
行

う
と
膨
大
な
時
間
・
コ
ス
ト
が
か
か
る

が
、
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
っ
て
負
荷
が
大

幅
に
軽
減
さ
れ
た
。
例
え
ば
10
階
建
て

程
度
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
鉄
筋
工
事
を
見

積
る
場
合
、
従
来
は
約
４
日
を
要
し
て

い
た
が
、
今
は
５
時
間
程
度
で
完
了
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

短
期
間
で
見
積
書
の
作
成
・
提
出
が

可
能
に
な
れ
ば
多
く
の
見
積
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
受
注
件

数
の
拡
大
に
つ
な
げ
ら
れ
る
。
ス
ピ
ー

ド
感
の
あ
る
会
社
と
し
て
元
請
会
社
側

の
信
頼
も
向
上
し
、
さ
ら
に
依
頼
件
数

ア
ッ
プ
も
見
込
め
る
。
こ
の
よ
う
な
好

循
環
は
明
確
な
数
字
で
表
れ
た
。
２
０

０
５
年
と
２
０
０
７
年
を
比
較
す
る

と
、
月
間
の
見
積
件
数
が
４
倍
、
受
注

件
数
が
８
倍
、
そ
し
て
年
間
売
上
高
も

約
２
倍
に
な
っ
て
い
る
。古
山
専
務
は
、

「
大
規
模
な
公
共
工
事
が
激
減
し
て
い

る
今
の
市
場
で
は
、
小
規
模
な
案
件
を

複
数
同
時
に
こ
な
し
て
い
く
こ
と
が
収

益
確
保
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、
積
算
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
っ
て
そ
れ
が
実
現

で
き
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

初
期
投
資
ゼ
ロ
で
現
場
管
理

携
帯
の
テ
レ
ビ
電
話
機
能
を
活
用

　

受
注
が
増
え
る
と
、
次
は
複
数
の
工

事
が
重
な
っ
た
場
合
の
現
場
管
理
を
ど

う
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
た
。同
社
は
、

こ
れ
を
現
場
の
職
人
が
所
有
す
る
携
帯

電
話
の
活
用
で
解
決
し
た
。
標
準
サ
ー

ビ
ス
で
提
供
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
電
話

機
能
を
使
っ
て
、
作
業
の
進
捗
確
認
を

行
う
よ
う
に
し
た
の
だ
。

　

そ
も
そ
も
は
Ｗｅ
ｂ
カ
メ
ラ
の
利
用

を
考
え
て
い
た
が
、
道
路
建
設
な
ど
の

現
場
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
確

保
で
き
な
い
場
所
も
あ
り
、
他
の
方
法

を
模
索
し
て
い
た
。「
そ
う
し
た
折
り
、

若
い
職
人
が
休
憩
時
間
に
携
帯
電
話
の

テ
レ
ビ
電
話
で
遊
ん
で
い
た
の
を
見

て
、『
こ
れ
は
使
え
る
』
と
思
っ
た
の

で
す
」（
古
山
専
務
）。

　

１
日
の
作
業
が
終
わ
る
と
、
現
場
か

ら
工
事
状
況
を
写
し
な
が
ら
報
告
を
行

う
。
事
務
所
で

は
進
捗
を
確
認

し
た
う
え
で
翌

日
の
必
要
人
員

を
チ
ェ
ッ
ク
。

映
像
と
会
話
の

併
せ
技
で
、
現

場
に
足
を
運
ば

な
く
て
も
状
況

が
よ
く
把
握
で

き
る
そ
う
だ
。

協
力
会
社
も
含
め
た
人
員
配

置
は
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
を

利
用
し
て
指
示
し
て
い
る
。

　

福
島
県
は
面
積
が
広
く
、

県
内
の
工
事
現
場
と
い
っ
て

も
行
き
来
に
は
時
間
や
費
用

を
要
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ

の
点
で
も
コ
ス
ト
削
減
に
貢

献
し
て
い
る
。

オ
フ
ィ
ス
の
移
転
を
機
に

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
も
積
極
推
進

　

２
０
０
８
年
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
に
も
取
り
組
ん
だ
。
地
元
の
商
工
会

が
主
催
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
セ
ミ

ナ
ー
に
古
山
専
務
の
奥
様
で
あ
る
古
山

智
子
氏
が
参
加
。
講
師
を
務
め
た
Ｉ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
山
口
康
雄
氏
か
ら

の
支
援
も
受
け
て
、
自
力
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
た
。「
新
規
顧
客

開
拓
が
狙
い
で
す
が
、
業
界
の
特
性
を

考
え
る
と
難
し
い
こ
と
も
認
識
し
て
い

ま
す
。
山
口
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ

り
、
検
索
サ
イ
ト
か
ら
の
ヒ
ッ
ト
率
を

高
め
ア
ク
セ
ス
数
を
増
や
す
策
と
し

て
、
会
社
の
紹
介
だ
け
で
な
く
写
真
や

動
画
を
使
っ
た
趣
味
の
ペ
ー
ジ
も
取
り

込
み
ま
し
た
」（
古
山
専
務
）。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
山
口
氏
に
は

シ
ス
テ
ム
構
築
・
活
用
の
支
援
も
依
頼

し
て
い
る
と
い
う
。

　

２
０
０
９
年
夏
に
本
社
オ
フ
ィ
ス
を

現
在
地
に
移
転
し
た
際
に
は
、Ｉ
Ｔ
機

器
の
利
用
環
境
を
整
備
。
さ
ら
に
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
も
取
り
組
み
、
複
合
機

に
よ
り
図
面
・
見
積
書
・
加
工
帳
な
ど

を
ス
キ
ャ
ン
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す

る
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
「
ま
ず
触
っ
て
み
る
と
、
や
り
た
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
」
と
言
う
古
山

専
務
の
頭
の
中
で
は
、
業
務
効
率
化
に

向
け
た
さ
ら
な
る
動
画
の
活
用
な
ど
、

シ
ス
テ
ム
拡
張
の
ア
イ
デ
ア
が
広
が
っ

て
い
る
。
日
頃
の
興
味
や
発
想
が
I
T

の
上
手
な
活
用
、
そ
し
て
経
営
や
業
務

の
改
革
に
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。

福島県伊達郡国見町大字藤田字アラ田 10-1
設　　立：1972 年（法人化は 1995 年）
従業員数：13 名
事業内容：鉄筋工事業に加えて、2008 年に
とび・土工事事業の県知事許可を取得。

URL：http://web.me.com/furuyama.tekkin

有限会社古山鉄筋工業所
会社概要

　福島県を中心に活動するITコーディネータ。大手ベ
ンダーで勤務の後、独立。Web 活用や生産管理シス
テムを得意とするが、最近では農業分野の IT 化支援に
も力を注いでいる。毎年、IT 経営力大賞認定企業を複
数輩出している。
　古山鉄筋工業所とは、中小企業 IT 経営力大賞
2009の審査における現地調査で知り合い、ホームペー
ジ活用セミナーでの再会を機に親交を深めた。「IT 化に
対して構えてしまう経営者が多い中で、同社の取り組み
は、遊び感覚的な自然体で、日頃の興味を業務のプラ
ス効果に結びつけることができた好例」と評価。今後は、
“鉄筋工事といえば古山”と認知されるようなブランド力
の強化などもサポートしていく意向だ。

ITコーディネータ
山口康雄氏
フクジンコンサルタンツ 代表取締役
http://www.fukujinn.com/

サポーター紹介

専務取締役　古山吉浩氏

古山鉄筋工業所は、「中小企業 IT 経営力大賞 2010」において審査委員会奨励賞を受賞しました。

公
共
工
事
の
減
少
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
？

I
T
の
使
い
方
次
第
で
受
注
は
増
や
せ
る
！

福
島
県
国
見
町
・
鉄
筋
工
事
業　

古
山
鉄
筋
工
業
所
の
場
合

売上アップへの
IT活用

建設業③

本記事は「COMPASS」2010 年夏号の特集「『今』を飛び越す」より抜粋したものです。
掲載内容は2010 年 7月現在の情報に基づいています。
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掲載内容は2010 年 1月現在の情報に基づいています。

宮城県プロフィール

　大手ソフトウェアベンダー勤務時代にさまざまなシ
ステム構築を手がけた経験と知識を下地に、ＩＴコー
ディネータ資格を取得して“ＩＴ経営コンサルタント”
へとステップアップした。
　宮城県のＩＴアドバイザー業務においては、“コスト
削減の指南役”が重要な任務の１つになっているが、
相談や研修の際にはよく「値段を下げることだけを
目的とするのではなく、適正な価格でシステム構築・
運用をすべき」と話しているそうだ。「例えばベン
ダーからの見積りについて相談を受けた時は、まず
『この項目の明細を提出してもらってください』という
ような交渉の仕方に関するアドバイスをしています。
そうすることで、職員の方々も“何にいくらくらいかか
るのか”“値下げを求める余地はあるのか”といったコ
スト感覚が養われていくはずです」とのことだ。

ＩＴコーディネータ紹介

株式会社クロスキャット
仙台支店・システム事業部

ＩＴコーディネータ
本田　秀行氏

■人　口：234万814人（2009年11月1日現在）
■面　積：7285平方キロメートル
■特　徴：東に太平洋を臨み、

西に蔵王・船形・栗
駒などの山々、中央
部には仙台平野と、
調和のとれた豊かな
自然環境を有する。
近年、自動車産業の
立地が進んでいる。

宮城県　企画部情報政策課
　　　システム最適化推進班班長　高橋道宏氏（写真左）
 同　主査　仁木　尚氏（右）

　

宮
城
県
で
は
、Ｉ
Ｔ
の
有
効
活
用
に
早

く
か
ら
取
り
組
み
、
着
実
に
成
果
を
あ
げ

て
き
た
。
平
成
１５
年
度
に
広
域
Ｌ
Ａ
Ｎ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
「
み
や
ぎ
ハ
イ
パ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
」（
県

全
域
で
は
全
国
初
）、
平
成
１７
年
度
に
は

電
子
県
庁
の
実
現
に
向
け
て
「
宮
城
県
電

子
県
庁
共
通
基
盤
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
を

開
始
し
、
こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
を
生
か
し

た
県
民
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
庁
内
業

務
の
効
率
化
を
進
め
て
き
た
。

　

し
か
し
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
企
画
・
開

発
、
調
達
・
運
用
に
は
少
な
か
ら
ず
課
題

も
残
っ
て
い
た
。
宮
城
県
・
企
画
部
情
報

政
策
課
シ
ス
テ
ム
最
適
化
推
進
班
の
高
橋

道
宏
班
長
は
、「
多
数
の
情
報
シ
ス
テ
ム

の
中
に
は
機
能
が
重
複
し
て
い
た
り
、
導

入
効
果
の
検
討
や
事
後
検
証
が
不
十
分
な

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
の
Ｉ

Ｔ
ス
キ
ル
不
足
か
ら
特
定
ベ
ン
ダ
ー
へ
の

依
存
や
継
続
的
な
随
意
契
約
な
ど
も
見
ら

れ
ま
し
た
」
と
説
明
す
る
。

最
適
化
計
画
の
策
定
に
向
け
て

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

　

そ
の
た
め
宮
城
県
で
は
、
平
成
１９
年
度

に
、
本
県
の
所
管
す
る
す
べ
て
の
情
報
シ

ス
テ
ム
を
対
象
に
効
果
的
・
効
率
的
な
Ｉ

Ｔ
投
資
の
実
現
を
目
的
と
し
た
「
宮
城
県

情
報
シ
ス
テ
ム
最
適
化
計
画
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
す
る
た
め
に
、
そ
の
業
務
を
外

部
委
託
す
る
と
と
も
に
、
県
庁
内
に
常
駐

し
て
種
々
の
相
談
に
対
応
し
て
く
れ
る

「
Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
設
置
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

委
託
先
の
選
定
は
、
公
募
型
企
画
提
案

方
式
に
よ
り
行
わ
れ
、
国
や
自
治
体
向
け

の
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
多
数
の
実

績
を
持
つ
会
社
が
選
ば
れ
た
。
そ
し
て
、

「
Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
は
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
の
資
格
を
持
つ
ク
ロ
ス
キ
ャ
ッ
ト

仙
台
支
店
の
本
田
秀
行
氏
が
務
め
、
平
成

１９
年
８
月
か
ら
情
報
政
策
課
に
常
駐
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

本
田
氏
は
ま
ず
、
計
画
策
定
に
関
わ
る

業
務
と
し
て
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と

共
同
で
総
計
１
９
５
に
及
ぶ
シ
ス
テ
ム
の

調
査
・
分
析
を
進
め
、
最
適
化
の
方
向
性

を
導
き
出
し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
庁
内
の
各
課
で
個
別
に

行
わ
れ
て
い
る
業
務
シ
ス
テ
ム
の
企
画
・

開
発
、
調
達
、
運
用
な
ど
の
相
談
に
乗

り
、
仕
様
書
作
成
や
ベ
ン
ダ
ー
か
ら
の
見

積
り
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
っ
た
。

シ
ス
テ
ム
導
入
時
の
手
順
を
大
幅
改
訂

職
員
向
け
ス
キ
ル
研
修
も
強
化

　
「
宮
城
県
情
報
シ
ス
テ
ム
最
適
化
計
画
」

は
平
成
２１
年
２
月
１６
日
に
策
定
さ
れ
、
そ

の
具
体
的
目
標
に
は
、「
既
存
情
報
シ
ス

テ
ム
の
維
持
管
理
経
費
約
２４
億
円
を
平
成

２５
年
度
末
ま
で
の
５
年
間
に
２０
％
削
減
す

る
」
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　

同
年
４
月
に
は
、
効
果
的
・
効
率
的
な

情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
を
推
進
す
る
た
め
、

「
シ
ス
テ
ム
最
適
化
推
進
班
」
が
発
足
し
、

計
画
の
実
行
フ
ェ
ー
ズ
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　

ま
た
、
本
田
氏
は
３
月
に
い
っ
た
ん
契

約
満
了
と
な
っ
た
が
、Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
継
続
設
置
が
決
ま
り
、
５
月
か
ら

再
び
情
報
政
策
課
に
常
駐
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
施
策
の
中
で
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
シ
ス
テ
ム

の
調
達
お
よ
び
開
発
に
新
た
な
基
準
を
設

け
た
こ
と
だ
。
具
体
的
に
は
、「
宮
城
県

情
報
シ
ス
テ
ム
調
達
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
お

よ
び
「
宮
城
県
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
標
準

書
」
を
作
成
し
、
情
報
シ
ス
テ
ム
所
管
課

で
シ
ス
テ
ム
導
入
を
進
め
る
際
に
は
、
事

業
構
想
・
予
算
要
求
・
予
算
執
行
の
３
段

階
で
審
査
・
承
認
を
受
け
る
仕
組
み
に
変

更
し
た
。

　

宮
城
県
・
企
画
部
情
報
政
策
課
シ
ス
テ

ム
最
適
化
推
進
班
の
仁
木
尚
主
査
は
、

「
各
課
の
担
当
者
は
相
当
厳
し
い
条
件
を

ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
機
に
、
シ
ス
テ
ム
は
業
務

効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
い
っ
た
効
果

を
得
る
た
め
に
活
用
す
る
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
、『
真
に
業
務
に
必
要
な

シ
ス
テ
ム
か
ど
う
か
』
を
き
ち
ん
と
検
討

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
職
員
向
け
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
に
も
力
が
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
実
は
、
そ
の
講
師
役
も
本
田
氏
の
重

要
な
任
務
の
ひ
と
つ
。
業
務
分
析
手
法
や

Ｒ
Ｆ
Ｐ
の
作
り
方
な
ど
、
多
種
多
様
な

テ
ー
マ
で
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
不
可
欠
な
存
在

シ
ス
テ
ム
統
廃
合
の
推
進
に
も
期
待

　

常
駐
期
間
が
す
で
に
２
年
半
近
く
な
っ

た
本
田
氏
は
広
く
顔
を
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
情
報
政
策
課
に
相
談
に
訪
れ
る
各

課
の
担
当
者
か
ら
の
信
頼
感
も
確
実
に
高

ま
っ
て
い
る
。「
本
田
氏
が
研
修
な
ど
で

席
を
空
け
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
の
で
、

所
在
を
真
っ
先
に
聞
か
れ
る
こ
と
も
よ
く

あ
り
ま
す
」
と
、
仁
木
主
査
は
言
う
。

　

高
橋
班
長
は
、「
私
ど
も
も
技
術
的
な

こ
と
で
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
多
岐
に
わ
た
る
業
務
で

大
変
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
き
っ
ち
り
と

対
応
し
て
く
れ
る
の
で
本
当
に
心
強
い
存

在
で
す
」
と
、
本
田
氏
へ
の
評
価
を
口
に

す
る
。

　

そ
し
て
、
忙
し
い
毎
日
を
送
る
本
田
氏

自
身
も
、「
多
種
多
様
な
自
治
体
業
務
の

全
体
を
把
握
・
分
析
し
て
シ
ス
テ
ム
の
最

適
化
に
結
び
付
け
て
い
く
作
業
は
大
変
で

す
が
、Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
ス
キ
ル

を
フ
ル
に
発
揮
で
き
る
の
で
非
常
に
や
り

甲
斐
が
あ
り
ま
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
「
宮
城
県
情
報
シ
ス
テ
ム
最
適
化
計
画
」

が
遂
行
さ
れ
て
い
く
中
で
、
今
後
、
本
田

氏
の
果
た
す
任
務
は
さ
ら
に
広
く
重
い
も

の
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
高
橋
班
長

は
、「
計
画
の
中
で
は
、
コ
ス
ト
削
減
手

段
と
し
て
シ
ス
テ
ム
の
統
廃
合
、
さ
ら
に

将
来
構
想
と
し
て
サ
ー
バ
ー
仮
想
化
の
検

討
に
も
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
進
め
る
に
は
、
部
局
間
や
各

課
で
の
調
整
作
業
も
必
要
に
な
り
ま
す
か

ら
、
庁
内
の
業
務
と
シ
ス
テ
ム
を
す
べ
て

把
握
し
、
第
三
者
の
立
場
で
最
適
な
方
策

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
本
田
氏
の
手

腕
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

る
。

自治体編
〈宮城県〉
ITコーディネータ活用記ITコーディネータ活用記

　より効果的・効率的なＩＴ投資を実現したい̶。宮城県では、情報システムの全体最適化を推進する施策
のひとつとして、県庁内のＩＴ利活用をサポートする「ＩＴアドバイザー」を設置。常駐して情報システム導入に
関する幅広い任務をこなす役目を、１人のＩＴコーディネータが担っている。

５年間で維持管理経費２割減目指す「情報システム最適化計画」を推進
庁内のアドバイザー役にＩＴコーディネータを起用
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本記事は「COMPASS」2010年秋号に掲載されたものです。
掲載内容は2010 年 10月現在の情報に基づいています。

自治体編ITコーディネータ活用記ITコーディネータ活用記

志木市　企画部政策推進課
　課長　細田雄二氏（写真右）
　主幹　冨澤則仁氏（左）

　埼玉県を拠点に活動するITコーディネータ。平成16
年より埼玉県庁 ITアドバイザーに就任中。IT調達・内
部統制・危機管理の意識改革を遂行。新 ITアクション
プランを策定。現在は市町村を含む自治体職員への指導
助言も行っている。最近では、ITコーディネータ向けに自
治体支援のサポートをしている。
　志木市とは、武城氏自身が ITコーディネータの役割に
ついて案内に出向いたことがきっかけで平成21年度から契
約。「『適正なIT調達を行う県内モデルになるよう、一番
に手を挙げて一緒にやっていきましょう』と呼びかけました。
職員の皆さんがやりましょうと言ってくださったことが何より素
晴らしいと思います」と武城氏は当時を振り返る。
　21年度の基幹業務運用・保守の支援では、企画立
案を行う細田課長と情報システムを管理する冨澤主幹の
「二人三脚の間に入れてもらい」（武城氏）、一つひとつ
の発注内容が具体的に見えるように洗い出していった。
冨澤氏は、「何かあったら武城さんにお願いできる安心感
は大きいです」と笑顔で話した。

ＩＴコーディネータ紹介

シュロス・システムコンサルティング
http://www.schloss.jp/

代表取締役　武城　文明氏

志木市役所のカッパ像の前で。
（カッパ像は市内各所に置かれている）

埼玉県志木市プロフィール
■面　　積：9.06 平方キロメートル
■人　　口：7万人
■財政規模：178 億 3600 万円
 （平成 22 年度一般会計当初予算）
■市職員数：545 人（平成 22 年 4月現在）
　市の基本構想に定める「みんなで創る、みん
なのふるさと、輝く志木
市」の実現をめざし、
市民一人ひとりが
住んでよかったと
思えるような
まちづくりを
推進。

志木市における武城氏の活動

説明責任を果たせるIT 調達や運用についてITコーディネータの活動を紹介

̶　志木市では関連部署で検討し、次年度の予算を確保

後期高齢者医療制度へのシステム対応を機に平成２０年度にリプレースした
基幹システムの保守・運用について、アドバイザー役を務める

　見積もりの内訳の精査、適正化、ITベンダーへの対応

月一回の相談会への出席をベースにしたアドバイザー契約。追加検討事項
があれば別枠で契約

　市役所内の課ごとに発注するシステムについて仕様書や見積書を
精査して職員にアドバイス

平成２０年ころ

平成２１年度

平成２２年度

▲志木市のホームページ　http://www.city.shiki.lg.jp/
　モバイルサイトもありツイッター利用も

志
木
市

　

埼
玉
県
志
木
市
は
東
京
都
の
副
都
心
・

池
袋
か
ら
私
鉄
で
20
分
、
住
宅
都
市
と
し

て
開
発
が
進
ん
だ
市
で
あ
る
。
人
口
約
７

万
人
で
、
今
年
市
制
施
行
40
周
年
を
迎
え

た
。
か
つ
て
は
川
越
か
ら
江
戸
へ
船
で
物

資
を
運
ぶ
（
船
運
）
河
岸
場
を
中
心
と
し

た
商
業
の
町
と
し
て
栄
え
た
。

　

志
木
市
は
安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る

街
づ
く
り
を
目
指
し
「
健
康
・
医
療
・
福

祉
都
市
構
想
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て

い
る
。
情
報
化
に
つ
い
て
は
「
志
木
市
電

子
市
役
所
推
進
計
画
」
が
平
成
22
年
度
ま

で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
行
政
事
務
の
効
率

化
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
I
T
を
積

極
的
に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
市
役

所
内
は
も
ち
ろ
ん
、
市
内
の
学
校
や
保
育

園
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
い
で
お
り
、

情
報
共
有
を
進
め
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

基
幹
シ
ス
テ
ム
の
リ
プ
レ
ー
ス

　

市
役
所
内
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
担
当
す

る
企
画
部
・
政
策
推
進
課
は
、
あ
る
政
策

の
決
定
後
、
あ
わ
た
だ
し
く
な
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
。
75
歳
以

上
の
高
齢
者
が
従
来
の
医
療
保
険
制
度
と

は
独
立
し
た
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
構
築
が

急
務
と
な
っ
た
の
だ
。

　

企
画
部
政
策
推
進
課
・
課
長
の
細
田
雄

二
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
は
従
来
の

基
幹
シ
ス
テ
ム
で
は
対
応
で
き
ず
、
新
シ

ス
テ
ム
へ
の
置
き
換
え
と
同
制
度
用
の
シ

ス
テ
ム
作
り
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
」

　

続
け
て
、
シ
ス
テ
ム
担
当
の
政
策
推
進

課
・
主
幹
の
冨
澤
則
仁
氏
は
言
う
。

　
「
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
オ
ー
プ
ン

系
に
切
り
替
え
新
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指

し
ま
し
た
。
た
だ
、
通
常
は
２
年
く
ら
い

か
か
る
と
こ
ろ
を
１
年
以
内
で
完
成
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」

　

こ
れ
は
I
T
ベ
ン
ダ
ー
に
と
っ
て
も
レ

ベ
ル
の
高
い
要
望
だ
っ
た
。
当
初
提
案
を

受
け
た
企
業
は
７
社
だ
っ
た
が
、
最
終
応

募
を
し
た
の
は
２
社
に
留
ま
っ
た
そ
う
だ
。

　

I
T
ベ
ン
ダ
ー
の
努
力
も
あ
っ
て
平
成

21
年
の
２
月
に
は
無
事
稼
働
。
市
民
サ
ー

ビ
ス
へ
と
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
も
冨
澤
氏
ら
は
職
員
の
要
望
を
聞

き
な
が
ら
細
か
い
調
整
を
行
っ
た
。

チ
ェ
ッ
ク
が
弱
く
な
る
保
守
を

専
門
家
が
精
査
す
る

　

そ
し
て
、
シ
ス
テ
ム
が
定
着
し
始
め
た

平
成
21
年
６
月
か
ら
は
、
I
T
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
の
武
城
文
明
氏
を
迎
え
、
運
用
・
保

守
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

保
守
契
約
な
ど
の
精
査
、
I
T
ベ
ン
ダ
ー

へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
や
交
渉
を
依
頼
し
た
。

　
「
例
え
ば
法
改
正
が
あ
っ
て
シ
ス
テ
ム

を
改
変
す
る
場
合
、
保
守
の
延
長
で
修
正

す
る
の
か
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
載
せ
る
の

か
で
費
用
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
一

式
で
金
額
が
出
さ
れ
る
見
積
は
、
我
々
に

は
判
断
で
き
ず
、
お
任
せ
と
な
り
が
ち
で

す
。
そ
こ
を
専
門
家
の
目
で
み
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
冨
澤
氏
。

　

構
築
時
の
大
き
な
費
用
に
は
慎
重
に
な

る
も
の
だ
が
、そ
の
後
の
運
用
・
保
守
費
は

相
手
企
業
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

甘
く
な
り
が
ち
だ
。こ
の
部
分
に
お
い
て
も

適
正
な
発
注
を
し
よ
う
と
い
う
の
だ
。

　

武
城
氏
は
「
税
金
を
使
っ
て
モ
ノ
を
買

う
以
上
、
説
明
責
任
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
何

が
幾
ら
で
そ
の
根
拠
は
何

か
と
一
つ
ず
つ
論
理
だ
て

て
精
査
し
て
い
き
ま
し
た
」

と
業
務
内
容
を
説
明
す

る
。
と
く
に
作
業
工
数
に

比
例
す
る
費
用
に
つ
い
て

は
、
作
業
に
従
事
す
る
専

門
家
の
種
類
、
業
務
内
容

を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

　

細
田
氏
は
「
武
城
さ
ん

に
I
T
ベ
ン
ダ
ー
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
し

て
い
た
だ
い
た
後
は
、
工
程
表
や
工
数
な

ど
の
資
料
も
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
意
識
の
変
化
を
実
感
し
ま
し
た
」

と
評
価
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
作
業
は
値
切
り
を
繰

り
返
し
て
I
T
ベ
ン
ダ
ー
を
苦
し
め
る
も

の
で
は
な
い
。
価
値
に
見
合
っ
た
適
正
な

発
注
を
行
う
の
が
趣
旨
で
あ
る
。

各
課
で
の
発
注
に
も

I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
が
ア
ド
バ
イ
ス

　

基
幹
シ
ス
テ
ム
が
一
段
落
し
た
翌
22
年

度
、
こ
の
成
果
を
受
け
て
、
志
木
市
は
情

報
化
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
武

城
氏
と
契
約
し
た
。

　

市
役
所
内
に
は
様
々
な
課
が
あ
り
、
業

務
に
応
じ
て
個
別
シ
ス
テ
ム
を
発
注
し
て

い
る
。
武
城
氏
は
毎
月
１
回
の
相
談
会
に

て
こ
れ
ら
の
個
別
シ
ス
テ
ム
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
送
っ
て
い
る
。

　
「
ベ
ン
ダ
ー
に
ど
う
接
す
る
か
、
提
案

内
容
を
ど
う
見
れ
ば
よ
い
か
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
冨
澤

氏
は
説
明
す
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
い

る
う
ち
に
I
T
の
選
び
方
な
ど
が
身
に
つ

き
、
職
員
の
意
識
も
向
上
し
て
き
て
い
る

と
い
う
。
さ
ら
に
細
田
氏
は
「
ト
レ
ン
ド

を
わ
か
り
や
く
す
教
え
て
く
れ
る
の
で
、

話
を
し
て
い
る
だ
け
で
も
勉
強
に
な
り
ま

す
」
と
感
想
を
話
す
。

　

I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
う
ま
く
取
り

入
れ
て
、
志
木
市
で
は
I
T
を
適
正
発
注

す
る
力
を
上
げ
て
い
る
の
だ
。

　

今
後
は
自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド

化
な
ど
、
大
き
な
時
代
の
流
れ
に
も
乗
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
も
、
気
軽

に
相
談
で
き
る
専
門
家
を
持
っ
た
志
木
市

は
適
正
費
用
に
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
高
め

て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

〈埼玉県志木市〉

　ITコーディネータの自治体における活動が加速してきた。都道府県での活用が広がる一方で、より身近な
市町村での採用も進んでいる。今回は埼玉県志木市で保守・運用面でのアドバイスや職員のシステム発注支
援を行っている事例を紹介する。

IT の適正な発注へ　職員の意識が高まった！
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